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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ① 市民満足度 

実施項目 1 

実施項目 市民実感度調査の実施 所管課 
市長公室 

企画政策課 

取組内容 
総合計画の各施策に関し,市民ニーズを反映することで,効率的・効果的な事業展開を図る

ため,市民実感度調査を実施します。 

目 標 市民実感度調査の実施 
現状 

(H22) 
－ 

目標 

(H27) 
49 施策 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

市民実感度調査 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（実感度調査施策数） 49 49 49    

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

市内に居住する満 20 歳以上の男女を対象に,3,000 人を無

作為抽出し調査。1,284 名（回答率 42.80％）の回答。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

市内に居住する満 18 歳以上の男女を対象に，1,000 人を無

作為抽出し調査。409 名（回答率 40.90％）の回答。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

市内に居住する満 18 歳以上の男女を対象に，1,200 人を無

作為抽出し調査。498 名（回答率 41.50％）の回答。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

 

 

 

 

 

 

資料 No２ 
平成２６年１０月９日（木） 

第１回行政改革推進委員会 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ② 業務プロセスの見直し 

実施項目 1 

実施項目 電子文書管理システムの導入の検討 所管課 
総務部 

総務課 

取組内容 
業務の効率化を図るため,文書のデータベース化,電子決裁,文書の電子化（行政文書,重要

文書,文化財,図面地図等）について検討します。 

目 標 方向性の確定 
現状 

(H22) 
－ 

目標 

(H25) 
判断 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

文書のデータベース化 検討 判断 実施 実施 完了  

電子決裁 検討 
⇒ 

判断 
⇒ 判断   

文書の電子化 検討 
⇒ 

判断 
⇒ 判断   

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

情報化推進フェアに参加し複数企業から説明を受けるな

ど検討してきたが,さらに踏込んだ検討が必要。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

文書管理の電子化については，H25 年度に導入予定の会計

課の電子決裁と一体化して提供されるものが多数ある為，

判断を保留し，会計課の電子決裁の状況を確認してから実

施の判断をすることとした。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

文書のデータベース化については，合併前文書のデータベ

ース化作業が進行中となっている。H26 年度において，そ

れ以外の文書のデータベース化について検討し，H27 度完

了に向け行程表を修正した。 

電子決裁については，H25 年度途中から財務会計での運用

が始まった。この運用状況を検証するため，文書の電子決

裁については次年度まで判断を保留することとし，行程表

を修正した。 

文書の電子化についても，電子決裁と合わせた検討が必要

なことから，同様に次年度まで判断を保留することとし，

行程表を修正した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ② 業務プロセスの見直し 

実施項目 2 

実施項目 全庁的備品貸出システムの整備 所管課 
総務部 

資産経営課 

取組内容 
庁内各課の備品管理の簡素化・効率化を図るため,貸出用備品台帳を作成し,庁内ネットワ

ークを活用し共同利用できるようにします。 

目 標 貸出数 50品目 
現状 

(H22) 
－ 

目標 

(H28) 
50 品目 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

貸出用備品台帳の作成  作成     

備品の貸し出し  開始 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

庁舎関係の災害復旧等の事業を優先したことから，貸出可

能備品の調査を遅らせた。H25 年度に各課が所有する貸出

可能な備品の調査を行い，関係課との協議を行う。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

施設整備を優先したことから，貸出可能備品調査について

未実施。 

H26 年度にスライドして，各課が所有する貸出可能な備品

の調査を行い，関係課との協議を行う。 

数値目標 

進捗状況 

 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ② 業務プロセスの見直し 

実施項目 3 

実施項目 議事録作成音声認識ソフトの活用 所管課 
市長公室  

行政経営課 

取組内容 
各種審議会・委員会における議事録作成に要する業務量を簡素化・効率化により削減し，

スピーディーに議事録を公開するため，議事録作成音声認識ソフトを活用します。 

目 標 簡素化・効率化による業務量削減 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H25) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

議事録作成音声認識ソフト  試行 実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

（業務量削減効果額）  － ▲2,072    

       

       

       

       

        

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
－ 

数値目標 

進捗状況 
－ 

H24 

年度 

議事録作成音声認識ソフトの試行を全庁的に実施した。 

既に委託済の議事録作成業務委託費（議会事務局・農

業委員会）を削減した。▲487,620 円 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

議事録作成音声認識ソフトを活用した。各課が行う議事

録編集にかかる作業時間を約 560 時間削減した。（人件

費換算▲2,072 千円） 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

 

効果額

（実績）

（千円） 

H22 

（取組前） 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
(改革コスト) 

― ― 917 1,071    1,988 

収 入 増 ― ― 0 0    0 

支 出 減 ― ― ▲487 0    ▲487 

人件費換算 ― ― 0 (▲2,072)    (▲2,072) 

ト－タル 

コスト 
― ― 430 1,071    1,501 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ② 業務プロセスの見直し 

実施項目 4 

実施項目 業務プロセスの最適化推進 所管課 
市長公室  

行政経営課 

取組内容 

ICT を最大限に活用し，全体最適の視点から，電算システム（基幹系外）による行政サー

ビスを検証し，業務内容や業務の流れ，組織の改善点を見出すことで市民サービスの質

の向上と事務効率化の推進を図ります。 

目 標 最適な電算システムの運用 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

関係課ワーキングの設置   設置 ⇒ ⇒  

基幹系（証明書発行業務）   検証 ⇒ 
⇒ 

実施 

実施 

⇒ 

財務会計（会計処理，電子決裁）    検証 実施 ⇒ 

組織の見直し     実施 ⇒ 

（効率化による経費削減額）       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
－ 

数値目標 

進捗状況 
－ 

H24 

年度 
－ 

数値目標 

進捗状況 
－ 

H25 

年度 

行革・システム・窓口担当からなるワーキングチームを設置し，先

進地視察等の調査研究を行い，郵便局における証明書交付サービス

及び庁舎内の自動交付機の設置による業務プロセス改革を提言し

た。 

なお，平成２８年１月に社会保障・税番号制度による個人番号カー

ドの交付にあわせて証明書発行業務の見直しを検討していくこと，

更には検証事案を拡大するため行程表を変更する。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ③ 事業目標の数値化 

実施項目 1 

実施項目 総合計画基本計画における施策目標の数値化 所管課 
市長公室 

企画政策課 

取組内容 
各施策に対し,「数値指標」と「市民実感度指標」の 2種類の目標指標を設定し,達成すべ

き目標を明確にします。 

目 標 49 施策に目標指標を設定 
現状

(H22) 
－ 

目標 

(H23) 
49 施策 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

目標指標の設定 実施      

①数値指標  把握 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

②市民実感度指標  把握 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

49施策に対し,数値指標102項目,市民実感度指標54項目

を設定。 

数値目標 

進捗状況 

49 施策 

計画どおり 

H24 

年度 

数値指標 102 項目,市民実感度指標 54 項目について実感

度調査結果の値を照合，把握，公表するとともに，施策

評価の基礎資料として行政経営課に提供した。 

数値目標 

進捗状況 

49 施策 

計画どおり 

H25 

年度 

数値指標 102 項目,市民実感度指標 54 項目について実感

度調査結果の値を照合，把握，公表するとともに，施策

評価の基礎資料として行政経営課に提供した。 

数値目標 

進捗状況 

49 施策 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ③ 事業目標の数値化 

実施項目 2 

実施項目 新地方公会計制度に対応した財務書類の作成 所管課 
総務部 

財政課 

取組内容 
資産債務の適切な管理等のため,公正評価での固定資産台帳を整備し,基準モデルへの移

行など,発生主義による複式簿記の考え方を導入した財務書類を作成します。 

目 標 
基準モデルなど発生主義による財務書類

の作成,公表 

現状

(H22) 
－ 

目標 

(H26) 

作成 

公表 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

基準モデルへの移行    実施 ⇒ ⇒ 

固定資産台帳を整備  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

財務書類の作成    公表 ⇒ ⇒ 

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

固定資産台帳の整備に着手し，H24 年度決算から基準モデ

ルによる財務書類を作成･公表できるよう委託契約を締結

して作業を進めた。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 
固定資産台帳の整備を進め，財務書類の作成を行った。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ④ アウトソーシング（外部委託） 

実施項目 1 

実施項目 消費生活センター運営の外部委託の検討 所管課 
市民生活部 

市民活動課 

消費生活センター 

取組内容 
専門性の高い相談対応,啓発活動等を実践するため,消費生活センター運営の外部委託に

ついて検討します。 

目 標 消費生活センター運営の外部委託 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H24) 
判断 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

外部委託の判断 検討 判断     

相談業務委託   実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

相談日数を週 3日から 5日へ拡充し、正職員を 2名から

1名に減員した。外部委託が可能か検討を行い,H24 年度

に判断することとした。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

笠間市消費生活センター運営業務委託を公募し，H25 年

度から民間委託することとした。行程表に相談業務委託

の項目を追加した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

笠間市消費生活センター運営業務を民間へ委託し，相談

業務体制の強化を図った。 

民間委託に伴い非常勤職員 2名及び正職員 1名減員し，

組織機構の見直しを行った。（非常勤職員▲2,919 千円） 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

 

効果額

（実績）

（千円） 

H22 

（取組前） 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
(改革コスト) 

― 2,390 2,440 10,457    15,287 

収入増 ― 0 0 0    0 

支出減 ― 0 0 ▲2,919    ▲2,919 

人件費換算 ― (▲7,500) 0 (▲7,500)    (▲15,000) 

ト－タル 

コスト 
― 2,390 2,440 7,538    12,368 



 9 

第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ④ アウトソーシング（外部委託） 

実施項目 2 

実施項目 放課後児童クラブ運営業務の民間委託 所管課 
福祉部 

子ども福祉課 

取組内容 
利用者(児童,保護者)サービスの向上を図るため,全ての放課後児童クラブの運営業務を

民間委託します。 

目 標 放課後児童クラブの民間委託 
現状

(H22) 
7 クラブ 

目標 

(H24) 
14 クラブ 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

放課後児童クラブの民間委託 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（民間委託済児童クラブ数） 11 14 14    

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

４クラブ（箱田小,東小,友部小,岩間第一小児童クラブ）

の運営業務をプロポーザル方式により民間委託。 

数値目標 

進捗状況 

11 クラブ 

計画どおり 

H24 

年度 

残り 3クラブを民間委託した。 

14 クラブ全てが民間委託となった。 

数値目標 

進捗状況 

14 クラブ 

計画どおり 

H25 

年度 
14 クラブ全ての民間委託を継続。 

数値目標 

進捗状況 

14 クラブ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ④ アウトソーシング（外部委託） 

実施項目 3 

実施項目 小中学校給食調理業務の民間委託 所管課 
教育委員会 

学務課 

取組内容 事業費を削減するため,学校給食の調理業務を民間委託します。 

目 標 調理業務の民間委託（全施設） 
現状

(H22) 
3 施設 

目標

(H28) 
9 施設 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

調理業務の民間委託  検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

（民間委託済施設数） 3 3 5    

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

3 施設 

― 

H24 

年度 

2 施設（笠間学校給食センター，岩間学校給食センター）

の調理業務をプロポーザル方式により選定し，H25 年度

から民間委託することとした。 

数値目標 

進捗状況 

3 施設 

計画どおり 

H25 

年度 

2 施設（笠間学校給食センター，岩間学校給食センター）

の調理業務を民間委託した。 

また、民間委託していた友部小学校，北川根小学校，友

部中学校の調理業務を入札により，一括契約とした。 

数値目標 

進捗状況 

5 施設 

計画どおり 

 

 

効果額

（実績）

（千円） 

H22 

（取組前） 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
(改革コスト) 

― ― ― 0    0 

収入増 ― ― ― 0    0 

支出減 ― ― ― ▲12,390    ▲12,390 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

ト－タル 

コスト 
― ― ― ▲12,390    ▲12,390 



 11 

第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ④ アウトソーシング（外部委託） 

実施項目 4 

実施項目 包括的民間委託の推進 所管課 
市長公室  

行政経営課 

取組内容 
事務負担の軽減とコストの削減を図るため,業務の集約化と契約事務の整理統合を行いま

す。 

目 標 業務の集約化と契約事務の整理統合 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 

集約化 

整理統合 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

業務の集約化  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

契約事務の整理統合  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（集約化整理統合数）   3→１    

包括業務委託実施方針の策定   策定    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

業務の集約化・効率化を図るため，各課に対し長期継

続契約期間等の実態調査を実施し，現状を把握した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

小中学校給食調理業務の集約化と契約事務の整理統合

を図った。（3校一括発注） 

全庁的に民間委託を推進するため，包括的な業務委託に

関する実施方針を策定した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （１）民間の優れた経営手法の導入 

小項目 ④ アウトソーシング（外部委託） 

実施項目 5 

実施項目 ふるさと寄附金（納税）制度における業務の外部委託 所管課 
市民生活部 

市民活動課 

取組内容 
ふるさと寄附金（納税）制度のプロモーションから寄附金の申込受付，特典開発，特典及

び寄附証明書の発送まで外部委託により業務一括代行を実施します。 

目 標 
ふるさと寄附金（納税）制度における業

務を外部委託 

現状

(H24) 

17 件 

400 万円 

目標

(H27) 

1,500 件 

1,500 万円 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

業務一括代行   検討 実施 ⇒ ⇒ 

       

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
－ 

数値目標 

進捗状況 
－ 

H24 

年度 
－ 

数値目標 

進捗状況 
－ 

H25 

年度 

外部委託が可能か検討を行い，H26 年度に判断すること

とした。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （２）効率的な行政運営 

小項目 ① 行政評価の実施 

実施項目 1 

実施項目 事務事業評価調書の活用 所管課 
市長公室 

行政経営課 

取組内容 
説明責任の向上,成果志向への転換を図るため,事務事業評価を予算・決算にリンクさせ,

予算編成や決算報告等に活用できるようにします。 

目 標 事務事業評価調書の活用 
現状

(H22) 
－ 

目標 

(H25) 
調書活用 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

予算編成への活用 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

決算報告等への活用  検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

関係課と予算への活用を図るため協議。総合計画実施計画調書と

本調書の様式を統一により評価結果を翌年度以降の予算に反映

できるようにし,かつ実施計画掲載事業の翌年度以降 3 年間の財

政計画の策定を可能にした。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

共通調書により評価結果を総合計画 3 ヵ年実施計画に

反映させそれにより予算編成を行った。決算報告等への

活用については，事務事業評価の単位と予算の単位を統

一することが不可欠であるため，関係課と協議を行うと

ともに統一作業を行った。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

関係課の協力のもと，事務事業評価の単位と予算の単位

の統一作業を完了した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （２）効率的な行政運営 

小項目 ① 行政評価の実施 

実施項目 2 

実施項目 施策評価の実施 所管課 
市長公室 

行政経営課 

取組内容 総合計画後期基本計画を的確に進行管理するため,施策評価を実施します。 

目 標 施策評価を実施 
現状

(H22) 
－ 

目標 

(H25) 
49 施策 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

施策評価  試行 実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

       

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

49 施策 

― 

H24 

年度 

H24 年度実施事業の試行を行った。当初計画では，試行

から 49 施策を実施する予定であったが, 10 施策でも課

題の抽出等は可能と判断，また各課事務負担を考慮し，

10 施策を選定し実施した。その結果を基に課題の抽出

等を行い評価シートの改善に努めた。 

数値目標 

進捗状況 

49 施策 

計画どおり 

H25 

年度 

後期基本計画 49 施策の施策評価（H24 年度実施事業）

を実施した。 

評価結果を 3カ年実施計画に反映させた。 

数値目標 

進捗状況 

49 施策 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （２）効率的な行政運営 

小項目 ② 必要な施策・事業の選択 

実施項目 1 

実施項目 公立幼稚園と公立保育所の一元化 所管課 
福祉部子ども福祉課 

教育委員会学務課 

取組内容 

保護者の就労形態にかかわらず,子どもが教育・保育の機会を等しく得ることができるよ

うにするため,幼稚園の統合と幼稚園的機能と保育所的機能の一元化について検討しま

す。 

目 標 望ましい施設形態を決定 
現状

(H22) 
－ 目標 一元化 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

一元化の検討 検討 検討     

笠間市幼児施設設置協議会によ

る協議 
 実施     

こども園の場所，規模等の検討   検討 検討   

笠間地区こども園の整備     実施  

稲田地区こども園の整備      実施 

笠間地区こども園の開設      実施 

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

子ども福祉課,学務課間で協議を実施。既に実施済の稲

敷市,河内町,筑西市等の状況を視察。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

笠間市幼児施設設置協議会を設置し，公立幼稚園と公立

保育所の一元化について諮問し，笠間・稲田地区に幼保

連携型認定子ども園を２園設置すべきとの答申を受け

た。一元化に向けての実施協議を開始し，子ども福祉課，

学務課により「公立保育所・幼稚園整備基本計画」を策

定した。その計画に基づき実施することから，行程表に

こども園関係の項目を追加した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

笠間地区，稲田地区それぞれに幼保連携型認定こども園

を整備することとなり，建設場所についての協議をし，

建設場所の決定をした。笠間地区においては，入札準備 

完了 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （２）効率的な行政運営 

小項目 ② 必要な施策・事業の選択 

実施項目 2 

実施項目 生活道路の評価基準の作成 所管課 
都市建設部 

建設課 

取組内容 
公平,透明性を確保した道路整備を進めるため,生活道路の整備優先順位を判断する評価

基準を作成します。 

目 標 評価基準の作成 
現状

(H22) 
－ 

目標 

(H27) 
実施 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

評価基準の作成 検討 作成     

評価基準による道路整備の試行   試行 ⇒   

評価基準による道路整備  実施 ⇒ ⇒ 
実施 

⇒ 
⇒ 

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

検討会議を 3 回実施したが,時間をかけて慎重に作成す

べきとの意見が出され,未完成。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H24 

年度 

検討会議を 4回実施し，評価基準を作成した。作成にあ

たっては，専門的な技術要素を必要とし，都市建設部内

でも判断や意見が分かれ，慎重に統一調整を図った結

果，時間を要した。H25 年度から 2年間試行期間として

実施することとした。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

作成した評価基準の 2年間の試行期間として実施した。 

試行期間を追加したことから行程表を変更した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （２）効率的な行政運営 

小項目 ② 必要な施策・事業の選択 

実施項目 3 

実施項目 小中学校の適正配置 所管課 
教育委員会 

学務課 

取組内容 学校の適正規模を確保するため,適正な学校配置を行います。 

目 標 適正な学校配置 
現状

(H22) 

小学校14校 

中学校 7校 
目標 

小学校▲3校 

中学校▲1校 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

笠間市立小中学校学区審議会 実施      

保護者・地域との意見交換会  実施     

実施計画の策定  実施     

学校統合準備委員会   実施 ⇒   

学校統合     実施  

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

笠間市立小中学校学区審議会を9回開催。小学校▲3校,

中学校▲1校とする学校の適正配置に関する答申を受け

た。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

意見交換会及び保護者説明会を計 19 回開催し，「笠間

市立小中学校適正配置実施計画」を策定した。その計

画に基づき実施することから，行程表に学校統合関係の

項目を追加した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

笠間市立小中学校統合準備委員会を設置し，委員会及び

専門部会を計 17 回開催した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 18 

第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （２）効率的な行政運営 

小項目 ③ 委託事務の見直し 

実施項目 1 

実施項目 駅前自転車駐車場の業務委託の見直し 所管課 
市民生活部 

市民活動課 

取組内容 
効果的・効率的な自転車駐車場の管理を行うため,使用料を含めた管理手法の見直しを行

います。 

目 標 使用料を含めた管理手法の見直し 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H25) 
実施 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

利用者状況の把握  実施 ⇒    

使用料の見直し  検討 ⇒ 見直し  実施 

管理手法の見直し  検討 ⇒ 見直し  実施 

友部駅南口自転車駐車場の整備     実施  

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

友部駅前駐車場の利用状況調査を実施した。結果：平日

530 台・休日 260 台。 

友部・岩間・稲田駅周辺の整備計画である「笠間市駅周

辺整備活性化プラン」の中で，H27 年度に友部駅南口自

転車駐車場の整備を予定している。これに伴い，使用料

を含めた管理手法の見直しについては，他駅自転車駐車

場と一体的に考える必要があることから，行程表を変更

する。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

友部駅前駐車場の設置位置は，地域交流センターの建設

用地になるため，友部駅前駐車場の平成 26 年度利用廃

止に向けて広報し周知徹底を図った。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （３）市民ニーズに対応できる人材の育成 

小項目 ① 費用対効果・コスト意識 

実施項目 1 

実施項目 職員のコスト意識の醸成 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 職員の意識改革と資質向上を図るため,職員研修を充実します。 

目 標 研修受講者年間延べ 350 人 
現状

(H22) 
317 人/年 

目標 

(H28) 
350 人/年 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

職場研修 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

政策法務能力の形成 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

派遣研修 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（受講者数） 122 674 827    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

派遣研修を実施。震災の影響により職場研修,政策法務

能力向上研修は未実施。  

数値目標 

進捗状況 

350 人/年 

遅れている 

H24 

年度 

職員個々の資質向上を目的に実施している階層別研修

である基本研修と派遣研修を 12 事業実施。 

数値目標 

進捗状況 

350 人/年 

進んでいる 

H25 

年度 

職員個々の資質向上を目的に実施している階層別研修

である基本研修と派遣研修を 20 事業実施した。 

数値目標 

進捗状況 

350 人/年 

進んでいる 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 
（３）市民ニーズに対応できる人材の育成 

 

小項目 ① 費用対効果・コスト意識 

実施項目 2 

実施項目 笠間市役所地球温暖化対策率先実行計画の実施 所管課 
市民生活部 

環境保全課 

取組内容 温室効果ガス排出量の削減に向け,それぞれの事務事業の進め方を点検します。 

目 標 
温室効果ガス排出量の削減 
（平成 24 年度実績を基準とし 5％の削減） 

現状

(H24) 

H24 基準 

3,898t-CO2 

目標 

(H29) 

H24 基準から 

5％削減 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

電気（実績値）kwh 5,852,230 5,939,053 5,805,295    

ガソリン（実績値）L 138,909  122,197 121,627    

燃料（実績値）L 261,011 257,005 215,018    

水（実績値）㎥ 178,135 173,836 151,425    

コピー用紙購入量（実績値）枚 1,667 1,705 1,629    

笠間市役所地球温暖化対策率先実行計画  完了 改訂    

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

各項目の取組により温室効果ガスを削減した。 

基準年(H18)比 17.8％削減。 

数値目標 

進捗状況 

△5％ 

進んでいる 

H24 

年度 

各項目の取組により温室効果ガス削減した。 

基準年(H18)比 17.5％削減。 

数値目標 

進捗状況 

△6％ 

進んでいる 

H25 

年度 

実行計画を改定し、基準年と目標値の変更を行った。 

各項目の取組により温室効果ガスを削減した。 

基準年(H24)比 1.3％削減。 

笠間学校給食センターの新設に伴い委託業務の見直し

が行われたことから，LPガスの使用量が増大したが、総

体としての目標を達成した。 

数値目標 

進捗状況 

△1％ 

進んでいる 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （３）市民ニーズに対応できる人材の育成 

小項目 ② 職員の能力向上 

実施項目 1 

実施項目 職員研修の実施 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 職員の意識改革と資質向上を図るため,職員研修を見直し・拡充をします。 

目 標 研修受講者年間延べ 1,800 人 
現状

(H22) 
1,776 人/年 

目標 

(H28) 
1,800 人/年 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

職員研修の見直し 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

職員研修の拡充 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（受講者数） 542 1,516 1,221    

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

派遣研修を実施。震災の影響により職場内研修を大幅

に見送る。 

数値目標 

進捗状況 

1,800 人/年 

遅れている 

H24 

年度 

基本研修，特別研修，派遣研修の 20 事業を実施。研修

対象者全員が研修に参加できていない状況があるため,

研修対象者が参加しやすい開催時期や研修時間を考慮

した研修を実施する。 

数値目標 

進捗状況 

1,800 人/年 

遅れている 

H25 

年度 

基本研修，特別研修，派遣研修の 26 事業を実施した。1

職員 1研修を基本に職務に必要な研修を行った結果，全

体的に受講者数が減少した。今後も，業務に支障が出な

いような研修時間や方法について検討し進めていく。 

数値目標 

進捗状況 

1,800 人/年 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （３）市民ニーズに対応できる人材の育成 

小項目 ② 職員の能力向上 

実施項目 2 

実施項目 民間企業やＮＰＯとの人事交流等の実施 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 
民間の知恵とノウハウを活かし,多様な市民ニーズに的確に対応できる人材を育成するた

め,民間企業やＮＰＯとの人事交流を行います。 

目 標 民間企業やＮＰＯとの人事交流 
現状

(H22) 
0 

目標

(H28) 
1 人/年 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

実施体制 検討 実施     

人事交流  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（人事交流者数）  1 1    

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
平成 24 年度の人事交流に向けて派遣先と協定を締結。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 
ＪＲ東日本水戸支社へ派遣。 

数値目標 

進捗状況 

1 人/年 

計画どおり 

H25 

年度 
ＪＲ東日本水戸支社へ派遣。 

数値目標 

進捗状況 

1 人/年 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （３）市民ニーズに対応できる人材の育成 

小項目 ③ 職員の業務成果の評価 

実施項目 1 

実施項目 人事評価制度の充実 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 
公正な人事評価制度を確立し,適正な人材育成に努めるため,人事評価による低評価者の

解消を図ります。 

目 標 
①公正な人事評価制度の確立 

②低評価者の解消 

現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
解消 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

評価者研修会 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

評価結果のフィードバック手法 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ 見直し 

（低評価者数） 1 0 1    

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
新規評価者研修会を実施。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 
評価者（新規・現）研修会を 2回実施。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

評価者（新規・現）研修会を 2回実施。現評価者への研

修は 1次評価者，2次評価者と分けて実施した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （３）市民ニーズに対応できる人材の育成 

小項目 ④ 職員の意欲（モチベーション）の向上 

実施項目 1 

実施項目 職員提案の推進 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 職員の職務遂行能力の向上及び勤労意欲の高揚を図るため,職員提案を推進します。 

目 標 職員提案件数年間 30 件 
現状

(H22) 
22 件/年 

目標 

(H28) 
30 件/年 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

職員提案 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（件数） 17 18 31    

提案事業 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（採択数） 8 1 4    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

職員提案を実施。目標とする提案件数達成のため，今後

も職員一人ひとりの意識醸成に努める。 

数値目標 

進捗状況 

30 件/年 

遅れている 

H24 

年度 

職員提案を実施。提案を応募しやすくするため，特別提

案，一般提案，簡易提案の審査方法やほう賞基準を緩和

し，「職員の提案に関する要綱」の一部を改正した。 

数値目標 

進捗状況 

30 件/年 

遅れている 

H25 

年度 

提案を応募しやすくするため，一般提案，簡易提案だけ

とし，個人・共同のほかに職場からの提案も新たに設け

た。また，ほう賞金の対象範囲も広げた。 

数値目標 

進捗状況 

30 件/年 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （４）組織の活性化 

小項目 ① 効率的な行政運営のための組織の見直し 

実施項目 1 

実施項目 業務量算定による組織の見直し 所管課 
市長公室 

行政経営課 

取組内容 
時代の変化や市民の期待に即応できる効率的・合理的かつ分かりやすい組織機構を構築す

るため,業務量算定による組織の見直しについて検討します。 

目 標 
業務量算定による組織の見直し 

平成 28 年度までに 55 人削減 

現状

(H22) 

762 人 

－ 

目標 

(H28) 

職員数  707 人 

削減数 ▲55 人 

実施 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

業務量算定  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

組織機構の見直し  試行 評価 実施 ⇒ ⇒ 

（職員数） 742 736 728 723 715 707 

（削減数） ▲20 ▲6 ▲8 ▲5   

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

現行の事務事業評価調書の様式を見直し,各課に対し改

めて事務事業評価の周知徹底を図るとともに同調書作

成を依頼。  

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

各課で事務事業評価調書を作成した。同調書を精査した

結果，業務量算定シート（調書）の入力内容にばらつき

があることから，今年度は組織機構の見直しには反映さ

せないこととした。なお，各課に対し改めて調書の記入

方法について，具体例を示し，周知徹底を図った。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

事務事業評価で算定された業務量を人員配置，組織見直

しの判断要素の一つとして使用した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

 

効果額

（実績）

（千円） 

H22 

（取組前） 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
(改革コスト) 

― ― ― 0    0 

収入増 ― ― ― 0    0 

支出減 ― ― ― 0    0 

人件費換算 ― （▲150,000） （▲45,000） （▲60,000）    （▲255,000） 

ト－タル 

コスト 
― ― ― 0    0 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （４）組織の活性化 

小項目 ① 効率的な行政運営のための組織の見直し 

実施項目 2 

実施項目 消防組織の改編 所管課 
消防本部 

総務課 

取組内容 
効率的で効果的な消防組織の構築を図るため,消防署庁舎の老朽化の問題を含めて今後の

あり方を検討します。 

目 標 効率的で効果的な消防組織の構築 
現状

(H22) 

1 消防本部 

3 消防署 

目標

(H28) 
方針決定 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

消防組織の効率的なあり方  検討 ⇒ 方針決定   

消防署庁舎  検討 ⇒ 方針決定   

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

消防組織のあり方については，茨城県内広域化の動向を

見ながら検討中。なお，電波法関係の一部改正等に伴う

消防救急無線・共同指令センター整備（アナログ方式か

らデジタル方式への移行）は H28 年度の運用開始に向け

て取組を進めている。 

数値目標 

進捗状況 

― 

計画どおり 

H25 

年度 

消防組織のあり方については，H28 年度に運用開始に向

け消防救急無線・共同指令センターの整備を進めてい

る。また当該センターの運用に伴い，茨城県内広域化も

活発化されると予想されることから，県，各市町村の動

向を見ながら検討を進めている。 

数値目標 

進捗状況 

― 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （４）組織の活性化 

小項目 ② 多様な人材の活用 

実施項目 1 

実施項目 民間経験者からの職員採用 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 
組織力の向上・活性化につなげるため,特定の業務に必要な能力を持つ人材を幅広い労働

市場から採用します。 

目 標 民間経験者からの職員採用 
現状

(H22) 
1 人 

目標

(H28) 
採用 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

採用職種・採用数 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

職員採用 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（採用数） 5 4 4    

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

組織力の向上・活性化につなげるため,特定の業務に必

要な能力を持つ民間経験者の採用を検討した。商工観光

課職員 1名を民間経験者から採用した。 

その他，事務職において民間経験のある者 4名を採用し

た。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

市立病院事務局長 1名を民間経験者から採用した。 

その他，事務職において民間経験のある者 3名を採用し

た。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 
事務職において民間経験のある者 4名を採用した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （４）組織の活性化 

小項目 ③ 高度な専門的知識を有する人材の任用 

実施項目 1 

実施項目 専門職の確保 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 

組織力の向上・活性化につなげるため,土木・建築部門をはじめ高度な専門的知識や技術

が必要な分野において,職員の内部育成では取得しにくい高度な専門的知識を有する社会

人等を採用します。 

目 標 専門職の確保 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
採用 

行程表 

項 目 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

採用職種・採用数 検討 決定 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

職員採用  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（採用数） 2 4 4    

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
保健師 1名,看護師 1名を採用した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 
建築士 1名，医師 2名，薬剤師 1名を採用した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 
幼稚園教諭 1名，看護師 3名を採用した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 １ 市役所の変革 

中項目 （４）組織の活性化 

小項目 ④ 職員の自主性,意欲を高める仕組みづくり 

実施項目 1 

実施項目 トワイライト研修の充実 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 
職員の職務に対する意欲向上及び職員の資質向上を図るため,業務に関する知識や情報に

ついて,職員自らが講師となり研修を実施します。 

目 標 トワイライト研修の通年化 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 

研修項目 

６件/年 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

トワイライト研修 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（研修項目数） 2 6 1    

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

導入初年度ということもあり実施回数は 2 回であった

が，研修項目の業務に携わる職員自らが講師となり研修

を実施。 

数値目標 

進捗状況 

６件/年 

遅れている 

H24 

年度 

会計事務や地方交付税など,研修項目の業務に携わる職

員自らが講師となり研修を実施。 

数値目標 

進捗状況 

６件/年 

計画どおり 

H25 

年度 

職員からセミナーのテーマを募集したが，提案制である

ため応募が少ない状況である。派遣研修を受けた職員に

対して，研修を受けた内容をセミナーで発表するなど，

働きかけを行う。 

数値目標 

進捗状況 

６件/年 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （１）市民協働・公民連携の推進 

小項目 
① 自立的な住民主体のまちづくり（自主性・主

体性） 

実施項目 2 

実施項目 自主防災組織の結成促進 所管課 
総務部 

総務課 

取組内容 
地域の自主性及び自立性を高め,災害に強いまちづくりを構築するため,自主防災組織の

結成を促進します。 

目 標 自主防災組織の結成（組織率） 
現状

(H22) 

組織率 

13.1％ 

目標

(H28) 

組織率 

60％ 

40.0％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

自主防災組織の啓発 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

地区説明会 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

自主防災組織の結成 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（組織率） 16.81 40.94 50.83    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

自主防災組織の啓発（区長会,出前講座,広報誌）,地区

説明会（20 団体）,自主防災組織の結成（5組織）。 

数値目標 

進捗状況 

5％増 

遅れている 

H24 

年度 

自主防災組織の啓発（区長会,出前講座,広報誌）,地区

説明会（42団体）,自主防災組織の新規結成（63 組織）。 

自主防災組織数は 100 団体となった。 

数値目標 

進捗状況 

5％増 

進んでいる 

H25 

年度 

自主防災組織の啓発（区長会,出前講座,広報誌）,地区

説明会（11団体）,自主防災組織の新規結成（24 組織）。 

自主防災組織数は 124 団体となった。このため目標とし

てきた組織率を上回ったことから 60％に変更する。 

数値目標 

進捗状況 

5％増 

進んでいる 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （１）市民協働・公民連携の推進 

小項目 
① 自立的な住民主体のまちづくり（自主性・主

体性） 

実施項目 3 

実施項目 ヘルスリーダーの活動促進 所管課 
保健衛生部 

健康増進課 

取組内容 

すべての市民が生涯を通じて健康に暮らせる地域づくりを進めるため,「ヘルスリーダー」

を養成し,地域において生活習慣病などの発病を未然に防ぐ一次予防を中心に,健康増

進・食育推進運動を展開していきます。 

目 標 
市民１人ひとりが自ら健康づくりを実践することに

より,すべての市民が生涯を通じて健康に暮らせる

地域づくりを進める  

現状

(H22) 
― 

目標

(H28) 

事業等参加者 

3,000 人 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

健康づくり計画の策定 実施      

健康増進の推進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

食育推進運動の推進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

ヘルスリーダーの養成 実施 ⇒ ⇒ 検証 ⇒ ⇒ 

（参加者数） 2,807 3,448 5,463    

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

健康づくり計画の策定。健康増進（生活習慣病予防事業,

食生活改善地区活動）,食育推進運動（親子料理教室,

放課後児童クラブ夏休み料理指導等）の推進。 

数値目標 

進捗状況 

3,000 人 

計画どおり 

H24 

年度 

健康増進事業（生活習慣病予防教室，“がん検診受けま

しょう”）食育推進事業（親子料理教室，こども料理教

室）食生活地区活動。食生活改善推進協議会を笠間市ヘ

ルスリーダーの会へ名称変更。 

数値目標 

進捗状況 

3,000 人 

進んでいる 

H25 

年度 

笠間市健康づくり計画（食育推進計画）に沿った推進活

動の実施。・健康増進の推進（生活習慣病予防教室，「が

ん検診受けましょう」声かけ運動）・食育推進運動の推

進（親子料理教室，こども料理教室）・ヘルスリーダー

の養成（養成「100 人/5 年」計画の達成） 

数値目標 

進捗状況 

3,000 人 

進んでいる 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （１）市民協働・公民連携の推進 

小項目 
① 自立的な住民主体のまちづくり（自主性・主

体性） 

実施項目 4 

実施項目 まちづくり市民活動助成金事業の推進 所管課 
市民生活部 

市民活動課 

取組内容 
市民活動を活性化するため,「まちづくり市民活動助成金」事業を推進します。 

（新たな市民活動団体の立上げ,法人化。現状の活動を拡充したい市民活動団体等の支援） 

目 標 まちづくり市民活動助成金の活用団体 
現状

(H22) 
9 団体 

目標

(H28) 
70 団体 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

まちづくり市民活動助成金 実施 ⇒ 見直し 実施 ⇒ ⇒ 

①自立促進事業 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（助成団体数） 1 1 1    

②地域活性化事業 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（助成団体数） 5 9 9    

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

自立促進事業（新規 1件助成）。地域活性化事業（新規

2件と継続事業 3件の合計 5件助成）。 

数値目標 

進捗状況 

10 団体 

計画どおり 

H24 

年度 

自立促進事業（新規 1件助成）。地域活性化事業（新規

6件と継続事業 3件の合計 9件助成）。まちづくり市民

活動助成金の内容充実のため，地域ポイント制度を加え

た取組として見直すことから，行程表を変更する。 

数値目標 

進捗状況 

10 団体 

計画どおり 

H25 

年度 

自立促進事業（新規 1件助成）。地域活性化事業（新規

4件と継続事業 5件の合計 9件助成）。地域ポイント制

度での助成金と使い分けを検討し見直したが,現行どお

りとした。 

目標を下回ったのは，平成 19 年度の制度開始から延べ

70 団体総額 8,256 千円の助成をしており，活動団体も

助成金に頼らない自立性が浸透し始めていると推測す

る。 

数値目標 

進捗状況 

12 団体 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （１）市民協働・公民連携の推進 

小項目 
① 自立的な住民主体のまちづくり（自主性・主

体性） 

実施項目 5 

実施項目 民間救急ボランティアの養成  所管課 
消防本部 

警防課 

取組内容 

質の高い応急手当の普及率を図り，市民の救命率の向上につなげるため，民間救急ボラ

ンティア（かさまハートサポーター：KHS)を養成し，消防職員とともに応急手当の普及啓

発活動を行う。 

目 標 民間救急ボランティアの養成 
現状

(H22) 
33 人 

目標

(H26) 
100 人 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

応急手当普及員養成講習会 実施 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（実施数） 2 2 1    

民間救急ボランティア（かさまハートサポ

ーター：KHS）による普通救命講習会 
実施 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（救命講習等実施数） 50 63 63    

（救命講習等受講者数） 1,503 1,223 1,193    

（民間救急ボランティア登録数） 50 67 83    

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

平成 23 年 6 月から 8 月にかけて，応急手当普及員養

成講習会 2回実施し，17名が民間救急ボランティア（か

さまハートサポーター：KHS）に登録した。 

数値目標 

進捗状況 

20 人 

計画どおり 

H24 

年度 

平成 24 年 6 月から 8月にかけて，応急手当普及員養成

講習会２回実施し，18 名が民間救急ボランティア（か

さまハートサポーター：KHS）に登録した。 

数値目標 

進捗状況 

20 人 

計画どおり 

H25 

年度 

平成 25 年 6 月に，応急手当普及員養成講習会 1 回実

施し，16 名が民間救急ボランティア（かさまハートサ

ポーター：KHS）に登録した。 

数値目標 

進捗状況 

20 人 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （１）市民協働・公民連携の推進 

小項目 
② 市民の視点からの課題の解決 

③ 市民に対する情報の公開と共有 

実施項目 1 

実施項目 地域ポイント制度の導入 所管課 
市民生活部 

市民活動課 

取組内容 協働のまちづくりの推進と地域の活性化を図るため,地域ポイント制度を導入します。 

目 標 地域ポイント制度参加者数 
現状

(H22) 
－ 

目標 

(H28) 
1,200 人 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

地域ポイント制度の試行 実施 ⇒     

地域ポイント制度   実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

地域通貨の付加     検討 実施 

（参加者数） 400 1,494 2,091    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

平成 24 年 1 月から地域ポイント制度社会実験事業を開

始。年度末登録者数 400 名。 

数値目標 

進捗状況 

300 人 

計画どおり 

H24 

年度 

H24.12まで地域ポイント制度社会実験事業を実施した。

本格導入に向けて協議し，H25.4 から本格導入すること

とした。年度末登録者 1,494 人。 

数値目標 

進捗状況 

600 人（累計） 

進んでいる 

H25 

年度 

平成 25 年度から本格導入を実施した。 

年度末登録者 2,091 人 

数値目標 

進捗状況 

900 人（累計） 

進んでいる 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （１）市民協働・公民連携の推進 

小項目 
④ 市民と行政の役割と責任（対等なパートナー

シップ） 

実施項目 1 

実施項目 市民と行政の協働体制の構築 所管課 
市民生活部 

市民活動課 

取組内容 
市民と行政がそれぞれの役割や責任を自覚し,協働のまちづくりを推進するため,協働事

業の取り組み・推進状況を相互に確認する委員会を設置します。 

目 標 委員会の設置 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H25) 
設置 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

講演会 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

ワークショップ 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

委員会の設置  検討 設置 
検討 

⇒ 

設置 

⇒ 
⇒ 

庁内推進会議    設置 ⇒ ⇒ 

コミュニティビジネス講座の実施    実施 ⇒ ⇒ 

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

「新しい公共の担い手としての NPO と協働のまちづく

り」講演会を開催。参加者 84名。茨大卒論発表会及び

市への政策提言ワークショップを開催。参加者 100 名。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

「新たなまちづくり～協働からはじまる市民活動～」講

演会を開催。参加者 79 名。茨大卒論発表会を開催。参

加者 90 名。協働推進委員会について検討した結果，H25

年度に設置することとした。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

協働のまちづくり講演会及び茨大卒論発表会を開催予

定でいたが，積雪のため中止となった。協働推進委員会

について，H25 年度に設置できなかったため，H26 年度

に庁内推進会議を設置し，委員会の設置を進める。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （１）市民協働・公民連携の推進 

小項目 
④ 市民と行政の役割と責任（対等なパートナー

シップ） 

実施項目 2 

実施項目 各審議会等における女性の参画促進 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 
市の政策立案において,男女が責任を持って共にかかわり意見や考え方を反映させること

ができるよう,審議会等への女性委員への参画を進めます。 

目 標 審議会等への女性委員への参画 
現状

(H22) 
25.8％ 

目標 

(H28) 
参画率 35.0％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

地域の女性人材情報の把握 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

男女共同参画人材バンクへの登録 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

審議会等への女性委員への参画 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（参画率） 26.9 27.4 26.9    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

男女共同参画人材バンクの登録（登録者数 30 人） 

審議会等への女性委員の参画（178/662 人） 

数値目標 

進捗状況 

26.9％ 

計画どおり 

H24 

年度 

男女共同参画人材バンクの登録（登録者数 37 人）。 

審議会等への女性委員の参画（174/636 人）。 

女性参画率 60％の審議会改選で参画率が 28％に大きく

低下した。職員の意識啓発，人材バンク登録者の活用な

どを，庁内会議で重ねて依頼していく。 

数値目標 

進捗状況 

30％ 

遅れている 

H25 

年度 

男女共同参画人材バンクの登録（登録者数 40 人）。 

審議会等への女性委員の参画（174/648 人）。 

審議会の委員選任時に団体の長をあて職として選出す

ることが多いため，女性委員の参画が進まない要因とし

てあげられる。各課の審議会の委員改選時等に人材バン

ク登録者の活用を呼びかけていく。 

数値目標 

進捗状況 

31％ 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （２）多様化する市民ニーズへの対応 

小項目 ① 市民の視点に立った市民サービスの向上 

実施項目 1 

実施項目 ホームページへのＣＭＳの導入 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 
市民に必要な情報を迅速かつ容易に提供するため,ホームページの専用知識や専用ソフト

の技術がなくても,容易にホームページを作成できる体制を整えます。 

目 標 ホームページでのお知らせ数 
現状

(H22) 
438 件/年 

目標

(H28) 
600 件/年 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

ＣＭＳの導入 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（お知らせ数） 608 485 685    

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
ＣＭＳの導入に伴い,職員向け研修を 3回実施。 

数値目標 

進捗状況 

600 件/年 

進んでいる 

H24 

年度 

職員向け研修を 3回実施。お知らせ数は，新たにページ

を作成せず，既存のデータを更新して公開したことか

ら。件数が減少となった。また，特に前年度（H23 年度）

はインフルエンザや振込め詐欺などが多発したため，注

意喚起のお知らせを多く発信した。  

数値目標 

進捗状況 

600 件/年 

遅れている 

H25 

年度 

ＣＭＳの改修を行い，より簡単にホームページの作成が

できるシステムとした。職員向け研修を 3回実施。各課

で定期的に公開するようになった。 

数値目標 

進捗状況 

600 件/年 

進んでいる 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （２）多様化する市民ニーズへの対応 

小項目 ① 市民の視点に立った市民サービスの向上 

実施項目 2 

実施項目 笠間市情報コーナーの設置 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 
笠間市の情報を市内外に発信し,笠間のＰＲとイメージアップを図るため,コンビニエン

スストア等への笠間市情報コーナーを設置します。  

目 標 広報誌の配布部数 
現状

(H23) 
900 部/月 

目標

(H28) 
900 部/月 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

各駅 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

コンビニエンスストア 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

ガソリンスタンド 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

広報誌の配布 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（配布数） 1,185 1,315 1,531    

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

各駅 35 コンビニエンスストア 590 ガソリンスタン

ド 305 病院・観光施設等 255 計 1,185 部 

数値目標 

進捗状況 

900 部/月 

進んでいる 

H24 

年度 

各駅 35 コンビニエンスストア 525 ガソリンスタン

ド 170 病院・観光施設等 255 に加えスーパー（8箇

所）330 にも設置した。 計 1,315 部 

数値目標 

進捗状況 

900 部/月 

進んでいる 

H25 

年度 

各駅 50 コンビニエンスストア 558 ガソリンスタン

ド 290 病院・観光施設等 293 スーパー（8箇所）340

にも設置した。 計 1,531 部 

数値目標 

進捗状況 

900 部/月 

進んでいる 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （２）多様化する市民ニーズへの対応 

小項目 ② 市民ニーズの的確な把握  

実施項目 1 

実施項目 パブリック・コメント制度の推進 所管課 
市長公室 

秘書課 

取組内容 
市民に意見や情報を出してもらい施策等に活かすため,パブリック・コメント制度を推進

します。 

目 標 １案件への意見数 
現状

(H22) 

1 件以下 

/案件 

目標

(H28) 
3 件/案件 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

市民モニターの活用 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

かさめ～るの活用 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

パブリック・コメント 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（１案件への意見数） 4 8 1    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

市民モニター,かさめ～るの活用。 

案件数 11件 意見数 49件 

数値目標 

進捗状況 

3 件/案件 

進んでいる 

H24 

年度 

案件の閲覧場所に当該案の概要等を図表による解説を

記載したポスターを掲示。また，タイトルを「あなたの

ご意見をお聞かせください」とし，わかりやすいものと

した。案件数 19 件 意見数 84件 

数値目標 

進捗状況 

3 件/案件 

進んでいる 

H25 

年度 

案件の閲覧場所に当該案の概要等や図表による解説を

記載したポスターを掲示。また，タイトルを「あなたの

ご意見をお聞かせください」とし，わかりやすいものと

した。案件数 6件 意見数 1件 

H25年度をもって市民モニター事業を廃止したことによ

り行程表を変更した。 

数値目標 

進捗状況 

3 件/案件 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （２）多様化する市民ニーズへの対応 

小項目 
③ 情報通信網等を利用した質の高い行政サー

ビスの提供  

実施項目 1 

実施項目 クラウド技術を用いた情報システムの構築 所管課 
市長公室 

行政経営課 

取組内容 
運用や管理業務の削減,災害や電力対策,業務継続性の確保を図るため,クラウド技術を用

いた情報システムを構築します。 

目 標 クラウド化（共同利用） 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
クラウド化 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

基幹系システム 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（システム数） 3 3 3    

情報系システム 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（システム数） 10 11 11    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

基幹系システムサーバ 3台をクラウド化した。 

情報系システムのクラウド化を検討。①サーバの機能としてサービスを

提供するベンダーがないため次期入替の際の検討とした。（1台）②サー

バの機能として通信帯域幅を確保する必要上クラウド化に向かなかっ

た。（9台） 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

ＩＢＢＮ回線でのクラウド型サービス提供を予定しているベン

ダーにグループウェアとメールシステムのプレゼンを依頼し，シ

ステム内容を評価した。結果，現行システムと同等の機能を有し

ており，今後サービス提供がなされれば十分導入検討の対象とな

るものであった。また，いばらき自治体クラウドでグループウェ

ア等の共同利用の検討が進められていることから，引き続きクラ

ウド型システムの導入を検討する。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

茨城県と水戸市で運営している共同利用型グループウェアシス

テムの平成２６年度導入に向けて協議を重ねた。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （２）多様化する市民ニーズへの対応 

小項目 
③ 情報通信網等を利用した質の高い行政サー

ビスの提供  

実施項目 2 

実施項目 証明書の自動交付機の設置やコンビニ交付の導入 所管課 
市長公室 

行政経営課 

取組内容 
証明書窓口サービスの利便性の向上を図るため,証明書の自動交付機の設置やコンビニ交

付を導入します。 

目 標 
自動交付機の設置 

コンビニ交付の導入 

現状

(H22) 
－ 

目標 

(H25) 
導入 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

自動交付機の設置  検討 
⇒ 

実施 
⇒ ⇒ 

実施 

⇒ 

（設置数）       

コンビニ交付の導入  検討 
⇒ 

実施 
⇒ ⇒ 

実施 

⇒ 

電算システムの導入  検討 
⇒ 

実施 
⇒ ⇒ 実施 

住民基本台帳カードの普及促進  検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

庁内推進会議    設置 ⇒ ⇒ 

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

現段階で発行できる証明書等の種類は少ないものの，今後の展開で利便

性が向上すること，費用対効果的にも収益は減るが損失を発生させるも

のではないこと，市民の相談や届出に対応する職員の時間が確保される

ことなど総合的に考え合わせると行政サービスの向上になるとの結論を

得た。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

自動交付機の設置：住民基本台帳カードの使用を前提に検討を行った結

果，今後の住民基本台帳カードの普及状況を注視しながら再度検討する

こととした。 

コンビニ交付：県内の先進自治体の視察を行い費用対効果に重点を置き

検証を行った結果，住民基本台帳カードの交付枚数が低迷するなかでシ

ステム改修費用にコストがかかりすぎること，また，マイナンバー制度

導入が具体的になってきたことによりコンビニ交付，電算システムの導

入について引き続き検討する。 

住民基本台帳カードの普及促進：市の各部署で使用できるよう検討した

が，カードの利用シーンが少ないことから引き続き普及方法を検討する。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

平成２８年１月に社会保障・税番号制度による個人番号カードの

交付が始まることから住民基本台帳カードの普及と多目的利用

は個人番号カードに切り替えて検討することとした。そのため，

行程表に庁内推進会議の追加のほか，各項目の時期について変更

を行う。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ２ 市民協働・公民連携の推進 

中項目 （２）多様化する市民ニーズへの対応 

小項目 ④ 民間活力を活用する手法の検討 

実施項目 1 

実施項目 友部駅前（北口・南口）広場駐車場管理業務の民間委託 所管課 
都市建設部 

管理課 

取組内容 
駐車場の効率的な管理運営を図るため,友部駅前（北口・南口）広場駐車場管理業務（駐

車場システムの機器メンテナンス作業及び機械警備）を民間委託します。 

目 標 駐車場管理業務の民間委託 
現状

(H22) 
－ 

目標 

(H25) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

民間委託の検討  検討     

駐車場管理業務の民間委託   実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

岩間駅広場駐車場が供用開始。（H24.7）供用開始後の

岩間駅利用台数の実態を把握した。（25台/日）この結

果，友部駅・岩間駅合わせて一体的に民間委託すること

で検討を開始した。H26 年度民間委託予定。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

駅周辺整備活性化プランに基づき，友部・岩間各駅前に

地域交流センターの整備を予定しており，当管理業務と

地域交流センター管理業務の一体管理が出来ないか調

整を図った。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ① 新たな財源の確保及び新たな収入の確保 

実施項目 1 

実施項目 企業誘致及び市内企業の規模拡張 所管課 
都市建設部 

まちづくり推進課 

企業誘致推進室 

取組内容 
雇用の場の提供と自主財源の確保を図るため,企業誘致及び市内企業の規模拡張を推進し

ます。 

目 標 企業誘致及び既存企業の規模拡張 
現状

(H22) 

既存企業規模拡張 

１社 
目標 

(H28) 
6 社 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

新規企業誘致 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（誘致数） 4 4 4    

既存企業の規模拡張 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（拡張数） 1 1 0    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

新規企業誘致数 4社 

既存企業の規模拡張数 1社 

数値目標 

進捗状況 

１社 

進んでいる 

H24 

年度 

新規企業誘致数 4社 

既存企業の規模拡張数 1社 

数値目標 

進捗状況 

１社 

進んでいる 

H25 

年度 

新規企業誘致数 4社 

（進出に伴う各課調整，訪問による優遇制度 PR） 

数値目標 

進捗状況 

１社 

進んでいる 

 

 

効果額

（実績）

（千円） 

H22 

（取組前） 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
(改革コスト) 

― 1,132 809 1,092    3,033 

収入増 ― ― 10,519 34,570    45,089 

支出減 ― ― 0 0    0 

人件費換算 ― ― ― ―     ― 

ト－タル 

コスト 
― 1,132 ▲9,710 ▲33,478    ▲42,056 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ①  新たな財源の確保及び新たな収入の確保 

実施項目 4 

実施項目 雑誌スポンサー事業の導入 所管課 
教育委員会 

生涯学習課 

（各図書館） 

取組内容 
雑誌購入経費をかけずに雑誌タイトル数を維持・増加させるため,雑誌スポンサー事業を

導入します。 

目 標 企業負担雑誌タイトル数の維持・増加 
現状

(H22) 

0/295 

タイトル 

目標 

(H28) 

50/295 

タイトル 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

雑誌スポンサー事業の導入 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

(雑誌購入費企業負担タイトル数)  2 3    

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
制度要綱,募集要項を策定し決定。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

市内企業１社が 2誌（笠間・友部両館 1タイトルずつ）

のスポンサーとなった。長期にわたる景気低迷や震災等

による市内事業者の疲弊，1タイトルにつき店名・企業

名が掲載される面積（42㎠=3 ㎝×14 ㎝）への「費用対

効果」に対する図書館側と事業者との認識の隔たり等が

原因と思われる。 

数値目標 

進捗状況 

10 

遅れている 

H25 

年度 

市内１店舗が 3誌（笠間図書館）のスポンサーとなった。

目標値は達成してないものの，昨年度に比べて 1タイト

ル増加した。今後とも事業の周知徹底に努めたい。 

数値目標 

進捗状況 

10 

遅れている 

 

 

効果額

（実績）

（千円） 

H22 

（取組前） 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
(改革コスト) 

― 0 0 0    0 

収 入 増 ― 0 16 22    38 

支 出 減 ― 0 0 0    0 

人件費換算 ― ― ― ―     

ト－タル 

コスト 
― 0 ▲16 ▲22    ▲38 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ② 課税客体の的確な把握 

実施項目 1 

実施項目 未調査家屋及び償却資産未申告事業所の把握 所管課 
総務部 

税務課 

取組内容 
課税,滅失の捕捉漏れ等を解消し適正な課税客体を把握するため,未調査家屋及び償却資

産未申告事業所の把握を実施します。 

目 標 
未調査家屋及び償却資産未申告事業所

数 

現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
解消 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

未調査家屋の把握 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（把握数） 54 40 90    

新規事業所の把握 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（把握数） 30 43 51    

未申告事業所の把握 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（把握数） 0 0 0    

家屋現況全棟調査 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

未調査家屋の把握は 54 棟,税額で 2,419 千円の課税登

録。償却資産申告の事業所把握は周知等により新規 30

件,税額で 6,235 千円の課税登録。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

未調査家屋の把握は 40 棟,税額で 1,231 千円の課税登

録。償却資産申告の事業所把握は周知等により新規 43

件,税額で 4,246 千円の課税登録。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

未調査家屋の把握は 90棟,税額で 830千円の課税登録。

償却資産申告の事業所把握は周知等により新規 51 件,

税額で 16,946 千円の課税登録。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 1 

実施項目 市税徴収率の向上 所管課 
総務部 

税務課 

納税等特別対策室 

取組内容 市税等負担の公平性の維持,自主財源の安定的な確保を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 市税徴収率の向上 
現状

(H22) 

現 96.1％ 

滞 17.5％ 

目標

(H28) 

現 98.1％ 

滞 20.2％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

納付環境の整備 実施 ⇒ ⇒    

滞納整理の強化 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

執行停止 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

徴収体制の見直し  実施 ⇒    

（徴収率） 
現 96.8％ 

滞 19.2％ 

現 97.0％ 

滞 17.2％ 

現 97.4％ 

滞 21.0％ 
   

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

インターネット公売取組の検討。徴収嘱託員業務見直し及

び人員削減の検討。納税相談,現年度催告書発送,不動産会

場公売の実施。（催告書等発送 29,289 通,財産調査 6,457

件,呼出交渉 360 件,差押件数 382 件,不動産会場公売 2件） 

数値目標 

進捗状況 

現 97.2％滞 18.0％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる 

H24 

年度 

新たに滞納整理の手法である捜索差押を実施。これに伴い

インターネットによる動産及び不動産公売実施。徴収嘱託

員削減。納税相談，現年度催告強化，滞納処分強化実施。

（催告書等発送 18,422 通，財産調査 10,136 件，呼出交渉

712 件，差押件数 603 件，捜索による動産差押 15 件） 徴

収率は目標値を下回っていることから進捗状況を遅れて

いるとしたが，新たな手法に取り組んだことで，収入未済

額は減少傾向にあることから，対策的には計画通りと考え

ている。今後も徴収職員の強化を図っていく。 

数値目標 

進捗状況 

現 97.4％滞 18.4％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 

H25 

年度 

徹底した財産調査による滞納処分を実施。笠間市単独によ

る不動産会場公売及び，捜索差押による動産のインターネ

ット公売等の実施（催告書等発送 21,112 通，財産調査

21,219 件，呼出交渉 668 件，差押件数 535 件，捜索差押 3

件，不動産公売 1件，自動車公売 1件） 財産の無いもの

については，法に沿った処分を行う。これら滞納整理を継

続しておこなうことにより，徴収率向上を図っていく。 

数値目標 

進捗状況 

現 97.6％滞 18.8％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる 
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※H24 年度効果額については，固定資産税に対する震災特例措置として固定資産評価基準等に基づき被

害の程度に応じた損耗減点補正により評価を見直したことから，実績に含めないこととする。 

 

効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0     

収入増 ― 
現 66,336 

滞 31,989 

現▲340,297 

滞▲28,562 

現 172,426 

滞 23,662 

 

 

 

 

 

 

現 238,762 

滞 55,651 

支出減 ― ▲890 ▲9,805 ▲218    ▲1,108 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲99,215 359,054 ▲196,306    ▲295,521 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 8,910,759 

滞 209,934 

現 8,977,095 

滞 241,923 

現 8,636,798 

滞 213,361 

現 8,809,224 

滞 237,023 
   

収 入 

未済額 
1,226,005 1,248,494 1,130,322 993,577    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 2 

実施項目 介護保険料徴収率の向上 所管課 
福祉部 

高齢福祉課 

取組内容 料金負担の公平性,自主財源の安定的な確保を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 介護保険料徴収率の向上 
現状

(H22) 

現 98.2％  

滞 19.3％ 

目標

(H28) 

現 98.5％ 

滞 22.0％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

介護保険料の公平な賦課 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

滞納整理の強化 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

口座振替の促進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

コンビニ収納 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

督促状の送付 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

催告書の送付 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

電話催告 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

戸別訪問 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現 98.3% 

滞 20.4% 

現 98.3% 

滞 20.2% 

現 98.2% 

滞 17.2% 
   

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

介護保険料の公平な賦課（給付制限の実施 8件）,滞納整理の強化（口

座振替案内発送2,551件,コンビニ収納1,563件,督促状発送3,396件,

催告書発送 1,216 件,電話催告 108 件,戸別訪問 238 件） 

数値目標 

進捗状況 

現98.5％滞22.0％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 

H24 

年度 

介護保険料の公平な賦課（給付制限の実施 10 件）,滞納整理の強化（口

座振替案内発送1,841件,コンビニ収納2,220件,督促状発送3,687件,

催告書発送 1,575 件,電話催告 446 件,戸別訪問 260 件）現年度：年金

からの特別徴収に移行するまでの普通徴収分や，低収入者からの普通

徴収分に，納付忘れや滞納が見られるため，口座振替の推奨や，督促・

催告にいっそう取り組む。滞納分：訪問・督促等による滞納整理に取

り組んでいるが，既に数年来の滞納が大部分のため，徴収率向上に苦

慮している。引き続き訪問等による滞納整理に努める。 

数値目標 

進捗状況 

現98.5％滞22.0％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 

H25 

年度 

介護保険料の公平な賦課（給付制限の実施 4件）,滞納整理の強化（口

座振替案内発送2,961件,コンビニ収納2,008件,督促状発送3,856件,

催告書発送 1,720 件）現年度：年金からの特別徴収に移行するまでの

普通徴収分や，低収入者からの普通徴収分に，納付忘れや滞納が見ら

れるため，口座振替の推奨や，督促・催告に一層取り組む。滞納分：

訪問・督促等による滞納整理に取り組んでいるが，既に数年来の滞納

が大部分のため，徴収率向上に苦慮している。引き続き訪問等による

滞納整理に努める。 

数値目標 

進捗状況 

現98.5％滞22.0％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 
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効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0     

収入増 ― 
現 15,484 

滞 142 

現 201,383 

滞▲291 

現 41,435 

滞▲195 

 

 

 

 

 

 

現 258,302 

滞▲344 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲15,626 ▲201,092 ▲41,240    ▲257,958 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 745,507 

滞 5,510 

現 760,991 

滞 5,652 

現 962,374 

滞 5,361 

現 1,003,809 

滞 5,166 
   

収 入 

未済額 
27,394 26,157 29,663 35,097    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 3 

実施項目 放課後児童クラブ保護者負担金徴収率の向上 所管課 
福祉部 

子ども福祉課 

取組内容 財源の確保と住民負担の公平性を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 
放課後児童クラブ保護者負担金徴収率

の向上 

現状

(H22) 

現 99.4％ 

滞 85.1％ 
目標

(H28) 

現 99.7％以上 

滞 95.3％以上 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

督促状の送付 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

電話催告 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

戸別訪問 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

納付相談 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

コンビニ収納 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現 99.7% 

滞 72.8% 

現 99.9% 

滞 100% 

現 99.8% 

滞 100% 
   

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

未納付分の徴収強化（督促状発送 80 件,電話催告 72 件,手

当支給分からの相殺 22件,退所勧告 30件,納付相談 14件） 

H23.9 からコンビニ収納取扱開始（405 件） 

数値目標 

進捗状況 

現 99.41％滞 89.32％ 

現 計画どおり 

滞 遅れている 

H24 

年度 

未納付分の徴収強化（督促状発送 120 件(うち退所勧告 60

件),電話催告 65 件,納付相談 10 件，手当支給分からの相

殺 40 件，コンビニ収納 756 件）。特に，2ヶ月以上滞納し

た場合の退所勧告を強化し，未納金の徴収に取り組んだ。 

数値目標 

進捗状況 

現 99.48％滞 90.52％ 

現 進んでいる 

 滞 進んでいる 

H25 

年度 

未納付分の徴収強化（督促状発送 160 件(うち退所勧告 17

件),電話催告 60 件,納付相談 10 件，手当支給分からの相

殺 16 件，コンビニ収納 834 件）。 

数値目標 

進捗状況 

現 99.54％滞 91.72％ 

現 進んでいる 

 滞 進んでいる 
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効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0     

収入増 ― 
現 2,131 

滞▲350 

現 1,093 

滞▲21 

現 3,102 

滞▲158 

 

 

 

 

 

 

現 6,326 

滞▲529 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲1,781 ▲1,072 ▲2,944    ▲5,797 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 35,137 

滞 575 

現 37,268 

滞 225 

現 38,361 

滞 204 

現 41,463 

滞 46 
   

収 入 

未済額 
309 204 46 65    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 4 

実施項目 保育所保育料徴収率の向上 所管課 
福祉部 

子ども福祉課 

取組内容 財源の確保と住民負担の公平性を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 保育所保育料徴収率の向上 
現状

(H22) 

現 95.6％ 

滞 29.1％ 

目標

(H28) 

現 98.0％ 

滞 33.0％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

地方税の滞納処分の例による処

分 
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

コンビニ収納 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

児童手当からの特別徴収 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現 97.1% 

滞 32.5% 

現 98.7% 

滞 38.9% 

現 99.4% 

滞 44.9% 
   

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

H23.9 からコンビニ収納取扱開始（431 件） 

各保育所での出張納付相談（H23.11.24～H23.11.30） 

子ども手当からの徴収（6月・10 月・2月） 

数値目標 

進捗状況 

現 97.0％滞 30.0％ 

現 計画どおり 

滞 進んでいる 

H24 

年度 

保育料滞納管理システムの導入，コンビニ収納取扱件数

（556 件），児童手当からの特別徴収（6 月・10 月・2

月），滞納処分による差押え（1件） 

数値目標 

進捗状況 

現 97.0％滞 30.0％ 

現 進んでいる 

滞 進んでいる 

H25 

年度 

コンビニ収納取扱件数（575 件），児童手当からの特別

徴収（6月・10 月・2月） 

数値目標 

進捗状況 

現 97.5％滞 31.0％ 

現 進んでいる 

滞 進んでいる 
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効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 777 0    777 

収入増 ― 
現 8,199 

滞▲481 

現 823 

滞▲185 

現 8,185 

滞▲2,901 

 

 

 

 

 

 

現 17,207 

滞▲3,567 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲7,718 139 ▲5,284    ▲12,863 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 172,278 

滞 11,363 

現 180,477 

滞 10,882 

現 181,300 

滞 10,697 

現 189,485 

滞 7,796 
   

収 入 

未済額 
33,534 27,481 15,294 8,576    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 5 

実施項目 国民健康保険税徴収率の向上 所管課 
保健衛生部保険年金課 

総務部税務課 

取組内容 
国民健康保険事業の健全な運営を確保し,社会保障を維持し安定的な医療給付を維持する

ため,徴収体制を強化します。 

目 標 国民健康保険税徴収率の向上 
現状

(H22) 

現 82.7％ 

滞 15.6％ 

目標

(H28) 

現 88.0% 

滞 18.5% 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

納付勧奨 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

戸別訪問 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

口座振替の促進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

居所不明者の把握 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

滞納処分 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

臨時職員の雇用 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現 85.3% 

滞 15.5% 

現 86.1% 

滞 14.1% 

現 87.6% 

滞 14.9% 
   

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

納税相談,現年度催告書発送,現年分の電話催告等の滞

納整理の強化(催告書発送29,289件,財産調査6,457件,

差押件数 382 件,不動産公売 2件),臨時職員 3名雇用 

数値目標 

進捗状況 

現 86.60%滞 18.00% 

現 遅れている 

滞 遅れている 

H24 

年度 

新たに滞納整理の手法である捜索差押を実施。これに伴いインタ

ーネットによる動産及び不動産公売実施。納税相談，現年度催告

書発送，現年分の電話催告等の滞納整理の強化（催告書発

送,18,422 件，財産調査 10,136 件,差押件数 603 件，捜索による

動産差押 15 件），臨時職員 5名雇用（うち電話催告職員 3名）， 

更に H25.3 から口座振替の原則化に取り組んだ。滞納者について

は，保険証交付時の納税相談の強化を更に図る。 

数値目標 

進捗状況 

現 86.75%滞 18.10% 

現 遅れている 

滞 遅れている 

H25 

年度 

徹底した財産調査による滞納処分を実施。笠間市単独による不動

産会場公売及び，捜索差押による動産のインターネット公売等の

実施（催告書等発送 21,112 通，財産調査 21,219 件，呼出交渉

668 件，差押件数 535 件，捜索差押 3件，不動産公売 1件，自動

車公売 1件） 財産の無いものについては，法に沿った処分を行

う。これら滞納整理を継続して行うことにより，徴収率向上を図

っていく。現年度分については，昨年度に引続き口座振替の推進

（前年対比 3.22%増）と平日・夜間・休日の電話催告（年 2,574

件）に取り組んだ。 

数値目標 

進捗状況 

現 87.00%滞 18.20% 

現 計画どおり 

 滞 遅れている 
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効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 1,464 3,086 3,208    7,758 

収入増 ― 
現▲14,352 

滞 21,170 

現 127,243 

滞▲14,896 

現 71,133 

滞 7,947 

 

 

 

 

 

 

現 184,024 

滞 14,221 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲5,354 ▲109,261 ▲75,872    ▲190,487 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 1,967,493 

滞 201,477 
現 1,953,141 

滞 222,647 

現 2,080,384 

滞 207,751 

現 2,151,517 

滞 215,698 
   

収 入 

未済額 
1,453,550 1,469,854 1,458,888 1,371,443    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 6 

実施項目 市営住宅使用料徴収率の向上 所管課 
都市建設部 

管理課 

取組内容 料金負担の公平性,自主財源の安定的な確保を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 市営住宅使用料徴収率の向上 
現状

(H22) 

現 89.7％ 

滞 37.8％ 

目標

(H28) 

現 97.5％ 

滞 55.5％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

督促状の送付 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

滞納整理の強化 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

納付要請 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

明け渡し訴訟 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現 90.8％ 

滞 25.1％ 

現 92.7％   

滞 32.4％ 

現 92.6% 

滞 31.2% 
   

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 123 件,完納依頼通知 27

件,連帯保証人への納付依頼 17 件） 

数値目標 

進捗状況 

現 97.5％滞 55.5％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 

H24 

年度 

催告書発送 76 件，訪問 23 件，指導 11 件，誓約書提出

3 件。先進事例を調査し，H25 年度から滞納整理業務を

民間委託することとした。 

数値目標 

進捗状況 

現 97.5％滞 55.5％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 

H25 

年度 

滞納整理業務を委託（訪問指導 822 件，電話指導 447 件，

連帯保証人への納付依頼 4件）H24 年度に大口納付(1 件

で 1,048,800 円)があり H23 年度に比べ収納率がｱｯﾌﾟし

たが，H25 年度については滞納者数の減，滞納月数の減

したものの収納率ｱｯﾌﾟには繋がらなかった。 

数値目標 

進捗状況 

現 97.5％滞 55.5％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 
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効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 1,680    1,680 

収入増 ― 
現▲1,687 

滞 119 

現 1,411 

滞 2,074 

現▲1,700 

滞▲566 

 

 

 

 

 

 

現▲1,976 

滞 1,627 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― 1,568 ▲3,485 3,946    2,029 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 62,153 

滞 3,011 
現 60,466 

滞 3,130 

現 61,877 

滞 5,204 

現 60,177 

滞 4,638 
   

収 入 

未済額 
12,053 15,500 14,955 15,105    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 7 

実施項目 学校給食費徴収率の向上 所管課 
教育委員会 

学務課 

取組内容 料金負担の公平性,自主財源の安定的な確保を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 学校給食費徴収率の向上 
現状

(H22) 

現 99.7％ 

滞 38.0％ 

目標

(H28) 

現 99.8％ 

滞 43.0％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

給食申込書の提出 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

督促状の送付 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

卒業後の督促  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

子ども手当からの特別徴収 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現99.6％ 

滞32.4％ 

現 99.7% 

滞 43.3% 

現 99.6%

滞 38.3% 
   

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

学期当初に給食申込書の提出 593 件 

学期毎等の督促 117 件（うち卒業後督促 9件） 

子ども手当からの特別徴収 4件 

数値目標 

進捗状況 

現 99.8％滞 43.0％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 

H24 

年度 

学期当初に給食申込書の提出（取組を強化）1,282 件 

学期毎の督促 172 件（うち卒業後督促 33 件） 

児童手当からの特別徴収 11 件 

数値目標 

進捗状況 

現 99.8％滞 43.0％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる 

H25 

年度 

学期当初に給食申込書の提出 1,318 件 

学期毎の督促 114 件 

児童手当からの特別徴収 17 件 

数値目標 

進捗状況 

現 99.8％滞 43.0％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 59 

 

効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0     

収入増 ― 
現 6,572 

滞▲53 

現▲33,668 

滞 400 

現 21,260 

滞▲209 

 

 

 

 

 

 

現▲5,836 

滞 138 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲6,519 33,268 ▲21,051    5,698 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 320,476 

滞 919 

現 327,048 

滞 866 

現 293,380 

滞 1,266 

現 314,640 

滞 1,057 
   

収 入 

未済額 
2,597 2,925 2,714 3,148    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 8 

実施項目 水道料金徴収率の向上 所管課 
上下水道部 

水道課 

取組内容 負担の公平化,合理化。財源の確保・増収を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 水道料金徴収率の向上 
現状

(H22) 

現 95.8％ 

滞 24.8％ 

目標

(H28) 

現 98.8％ 

滞 28.0％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

催告書の送付 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

訪問徴収 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

口座振替の促進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

給水停止 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現 97.0％ 

滞 28.5％ 

現 96.3％ 

滞 27.0％ 

現 95.9％

滞 27.6％ 
   

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 1,544 件,督促状発送 13,335 件,予

告通知 109 件,誓約書 78 件,給水停止件数 8 件,徴収員訪問件数

4,230 件）震災の影響で,基本料金・超過料金約 5千万円を減免。 

数値目標 

進捗状況 

現 98.5％滞 25.5％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる 

H24 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 474 件,督促状発送 10,961 件,予告

通知 95 件,誓約書 84 件,給水停止件数 12 件,徴収員訪問件数

3,808 件）。景気の低迷等による生活困窮者の料金滞納により，

昨年度よりも徴収率が下がっている。無届の転出を防止するた

め，不動産業者を訪問し，申請届出の周知を要請した。誓約者の

管理を徹底する。 

数値目標 

進捗状況 

現 98.5％滞 26.0％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる 

H25 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 425 件,督促状発送 10,075 件,誓約

書 152 件,給水停止件数 10 件,徴収員訪問件数 4,172 件）。徴収

員等による訪問，電話催告を行った。無届の転出を防止するため，

不動産業者を訪問し，申請届出の周知を要請した。誓約者の管理

を徹底する。 

数値目標 

進捗状況 

現 98.5％滞 26.5％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる 
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効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0     

収入増 ― 
現▲53,879 

滞 8,532 

現 38,688 

滞▲5,391 

現▲26,558 

滞▲5,477 

 

 

 

 

 

 

現▲41,749 

滞▲2,336 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲45,347 33,297 ▲32,035    ▲44,085 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 1,529,976 

滞 42,548 
現 1,476,097 

滞 51,080 

現 1,514,785 

滞 45,689 

現 1,488,227 

滞 40,212 
   

収 入 

未済額 
196,747 174,008 181,599 168,802    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 9 

実施項目 公共下水道使用料徴収率の向上 所管課 
上下水道部 

下水道課 

取組内容 料金負担の公平性,自主財源の安定的な確保を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 公共下水道使用料徴収率の向上 
現状

(H22) 

現 97.1％ 

滞 20.8％ 

目標

(H28) 

現 98.0％ 

滞 21.0％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

催告書の送付 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

戸別訪問 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

口座振替の促進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

コンビニ収納 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

差押処分 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現 95.3％ 

滞 22.9％ 

現 96.7％

滞 19.5％ 

現 97.2％ 

滞 16.9％ 
   

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 56 件,督促状発送 272 件,

誓約書 1件,戸別訪問 34件） 

数値目標 

進捗状況 

現 98.0％滞 21.0％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる  

H24 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 35 件,督促状発送 232 件,

戸別訪問 10 件）景気の低迷等による生活困窮世帯が増

えている。戸別訪問を定期的に実施し，水道利用者につ

いては，水道課と合同で戸別訪問を実施するなどの連携

を更に強める。 

数値目標 

進捗状況 

現 98.0％滞 21.0％ 

現 遅れている 

滞 遅れている  

H25 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 28 件,督促状発送 244 件,

戸別訪問 21 件）景気の低迷等による生活困窮世帯が増

えている。戸別訪問を定期的に実施し，次年度より賦

課・徴収業務を民間委託し徴収率を上げる体制を作っ

た。 

数値目標 

進捗状況 

現 98.0％滞 21.0％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 
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効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0     

収入増 ― 
現 245 

滞 1,804 

現 36,097 

滞▲312 

現 2,743 

滞 97 

 

 

 

 

 

 

現 39,085 

滞 1,589 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲2,049 ▲35,785 ▲2,840    ▲40,674 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 479,124 

滞 7,256 
現 479,369 

滞 9,060 

現 515,466 

滞 8,748 

現 518,209 

滞 8,845 
   

収 入 

未済額 
41,658 45,405 52,240 56,925    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 64 

第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 10 

実施項目 公共下水道受益者負担金徴収率の向上 所管課 
上下水道部 

下水道課 

取組内容 料金負担の公平性,自主財源の安定的な確保を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 公共下水道受益者負担金徴収率の向上 
現状

(H22) 

現 89.9％ 

滞 11.1％ 

目標

(H28) 

現 90.0％ 

滞 12.0％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

催告書の送付  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

戸別訪問 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

口座振替の促進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

コンビニ収納 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

差押処分 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現 93.6％ 

滞 15.7％ 

現 86.2％

滞 15.8％ 

現 93.5 

滞 18.7 
   

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 410 件,督促状発送 1,391

件,誓約書27件,徴収員訪問件数 1,261 件,戸別訪問143

件） 

数値目標 

進捗状況 

現 90.0％滞 12.0％ 

現 進んでいる 

滞 進んでいる 

H24 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 276 件,督促状発送 1,136

件,誓約書16件,徴収員訪問件数807件,戸別訪問94件） 

景気の低迷等による生活困窮世帯が増えている。 

戸別訪問を定期的に実施し，強制徴収を定期的に実施で

きる体制づくりを図る。 

数値目標 

進捗状況 

現 90.0％滞 12.0％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる 

H25 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 233 件,督促状発送 798 件,

誓約書 4件,徴収員訪問件数 726 件,戸別訪問 35 件） 

数値目標 

進捗状況 

現 90.0％滞 12.0％ 

現 進んでいる 

滞 進んでいる 
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効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0     

収入増 ― 
現 95,453 

滞 2,690 

現▲118,588 

滞▲1,082 

現 2,247 

滞 410 

 

 

 

 

 

 

現▲20,888 

滞 2,018 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲98,143 119,670 ▲2,657    18,870 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 77,054 

滞 5,161 

現 172,507 

滞 7,851 

現 53,919 

滞 6,769 

現 56,166 

滞 7,179 
   

収 入 

未済額 
49,848 43,891 38,426 26,370    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ③ 徴収体制の強化 

実施項目 11 

実施項目 農業集落排水処理施設使用料徴収率の向上 所管課 
上下水道部 

下水道課 

取組内容 料金負担の公平性,自主財源の安定的な確保を図るため,徴収体制を強化します。 

目 標 
農業集落排水処理施設使用料徴収率の

向上 

現状

(H22) 

現 98.2％ 

滞 37.5％ 

目標

(H28) 

現 99.0％ 

滞 38.0％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

催告書の送付 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

戸別訪問 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

口座振替の促進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

コンビニ収納 検討 実施 
取止め 

⇒ 
⇒ ⇒ ⇒ 

差押処分 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（徴収率） 
現 98.5％ 

滞 49.3％ 

現 98.0％ 

滞 25.9％ 

現 98.3％

滞 43.0％ 
   

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 56 件,督促状発送 400 件,

戸別訪問 161 件） 

数値目標 

進捗状況 

現 99.0％滞 38.0％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる 

H24 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 79 件,督促状発送 427 件,

戸別訪問 128 件）景気の低迷等による生活困窮世帯が増

えている。また，多重債務者等からは小額分納を求めら

れるようになった。戸別訪問を粘り強く実施していく。 

数値目標 

進捗状況 

現 99.0％滞 38.0％ 

現 遅れている 

滞 遅れている 

H25 

年度 

滞納整理の強化（催告書発送 95 件,督促状発送 451 件,

戸別訪問 93 件）26年度から徴収業務を民間委託により

実施するため協議，検討を進めた。 

コンビニ収納については，実施に向けた費用対効果の検

討を行った結果，対象件数が少ないので効果は期待でき

ないことから取止めとしたため行程表を変更する。 

数値目標 

進捗状況 

現 99.0％滞 38.0％ 

現 遅れている 

滞 進んでいる 
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効果額 

（実績） 

（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 

 
0 0 0     

収入増 ― 
現▲2,189 

滞 416 

現 1,226 

滞▲581 

現 1,294 

滞 638 

 

 

 

 

 

 

現 331 

滞 473 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― 1,773 ▲645 ▲1,932    ▲804 

 

 

別表 

実数値 

(千円) 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

徴収額 
現 59,844 

滞 683 

現 57,655 

滞 1,099 

現 58,881 

滞 518 

現 60,175 

滞 1,156 
   

収 入 

未済額 
2,228 1,997 2,689 2,586    
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ④ 受益者負担の適正化 

実施項目 1 

実施項目 国民健康保険税の見直し 所管課 
保健衛生部 

保険年金課 

取組内容 
受益者負担の原則に基づき,国民健康保険税について適正な受益者負担を確保するため,3

年毎を目安として税率の改定を行う。 

目 標 適正な受益者負担の確保 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H27) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

税率の改定  実施   実施  

       

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

平成 24 年度からの税率に向けて,国保運営協議会に協

議し,平成 24 年 3 月に税率改正を実施。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

平成 23 年度の計画どおり，平成 24 年度課税分から改正

後の税率で賦課。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

平成 25 年度の税率改正は無し。 

次の税率改正準備として県内（市）の税率状況等の調査

を行った。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ④ 受益者負担の適正化 

実施項目 2 

実施項目 公共施設使用料の設定基準の策定及び実施 所管課 
市長公室 

行政経営課 

取組内容 受益者負担の公平性の確保を図るため,公共施設使用料の設定基準を策定します。 

目 標 公共施設使用料設定基準の策定 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H25) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

公共施設使用料設定基準  策定     

各施設使用料の見直し   実施 ⇒   

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

利用者（受益者）と未利用者との負担を公平に扱う観点

から受益者負担の原則に基づいた「公の施設の使用料に

関する指針」の素案を作成した。修正を加える点がある

ことから策定には至っていない。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

H24 年度作成した素案に修正を加え，「使用料及び手数

料の見直しに関する基本方針」を作成した。これに基づ

き，H26 年度料金の見直しを実施する。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （１）財源の確保 

小項目 ⑤ 未利用地の有効活用（売却,貸付） 

実施項目 1 

実施項目 未利用地の計画的な処分 所管課 
総務部 

資産経営課 

取組内容 自主財源の確保を図るため,未利用地の計画的な処分を行います。 

目 標 未利用地の計画的な処分 
現状

(H22) 
－ 

目標 

(H25) 
一部処分 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

公有財産台帳の整理  実施     

現地・財産の使用状況調査  実施     

公有財産から普通財産の抽出  実施     

売却可能な資産の把握  実施     

売却可能資産処分計画の策定   実施    

未利用地の計画的な処分   実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

（処分数） 1 1 ４    

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

公有財産管理台帳システムを導入した。未利用地利活用検

討委員会を開催し，普通財産処分の要綱策定の検討を行っ

た。普通財産の抽出，売却可能資産の把握は管理台帳シス

テムから行えるが，法務局の登記情報と，これまで市が所

有していた台帳とで整合性が取れていない項目があるた

め，現在，データについてエラーの修正作業を進めている。  

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

普通財産処分 ４件 

登記情報と市有財産データについて，システム内のエラー

の修正作業が完了したことにより，市有財産の把握ができ

たので，今後は，随時データ移動を行うとともに，未利用

地等を把握し，優先順位を決めながら利活用及び処分を進

めていく。 

 

数値目標 

進捗状況 

― 

計画どおり 

 

効果額 
（実績）（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0     

収入増 ― 8,000 2,680 12,870    23,550 

支出減 ― ― ― ―    ― 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲8,000 ▲2,680 ▲12,870    ▲23,550 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ① 事務事業の見直し（経費の削減） 

実施項目 1 

実施項目 財政計画の策定（将来財政の健全性の確保） 所管課 
総務部 

財政課 

取組内容 

地方交付税の合併算定替の終了※（H32）によって減収(H23 決定額における算定替と一本

算定の差額試算単年度▲約 15 億円)となる一般財源に対応し,将来財政の健全性の確保を

図るため,財政計画の策定などを行います。 

目 標 減収一般財源への対応 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
▲10 億円 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

財政計画の策定 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

財源配分の重点化 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

市債の発行制限 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

財政調整基金への追加積立 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

新たな予算編成手段の導入  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（経常充当一般財源の削減額） 2.9 億 ▲3 億 ▲1.3 億    

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

財政調整基金への追加積立（2,023,151 千円）｡義務的経

費・負担金・補助金を除く経常経費について 10％削減を目

標に各部ごとに予算要求を図った。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

総合計画実施計画に合わせ財政計画を策定。行政評価・重

要事務事業と連動した予算の重点配分。経常経費の予算要

求（H23 対比で一般財源ベース部内 10％削減）。財政調整

基金への追加積立（854,719 千円）｡ 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

3 カ年実施計画に合わせ財政計画を策定。重点施策・重要

事務事業への予算の重点配分。財政調整基金への追加積立

（153,724 千円） 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ① 事務事業の見直し（経費の削減） 

実施項目 2 

実施項目 一般会計における高利率地方債の繰上償還 所管課 
総務部 

財政課 

取組内容 将来支払うべき利子負担を軽減するため,高利率地方債の繰上償還を行います。 

目 標 
一般会計の年利5.0％以上の地方債の現

在高 

現状

(H22) 
140,815 千円 

目標 

(H24) 
0 円 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

高利率地方債の繰上償還 実施 完了     

（利子軽減額）千円 7,956 8,373     

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

年利5.5％以上の旧公営企業金融公庫資金地方債の繰上

償還を実施（3件） 

数値目標 

進捗状況 

▲7,956 千円 

計画どおり 

H24 

年度 
年利 5.0％以上の地方債の繰上償還を実施（7件） 

数値目標 

進捗状況 

▲8,373 千円 

計画どおり（完了） 

 

 

効果額（実

績）（千円） 

H22 

（取組前） 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
(改革コスト) 

― 0 0 ―    0 

収 入 増 ― 0 0 ―    0 

支 出 減 ― ▲7,956 ▲8,373 ―    ▲16,329 

人件費換算 ― ― ― ―     

ト－タル 

コスト 
― ▲7,956 ▲8,373 ―    ▲16,329 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ① 事務事業の見直し（経費の削減） 

実施項目 3 

実施項目 給食助成事業の見直し 所管課 
教育委員会 

学務課 

取組内容 
給食費用の均衡と助成経費の削減を図るため,給食助成事業（炊飯委託費等）の見直しを

行います。 

目 標 炊飯委託費等の見直し 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H25) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

炊飯業務の一元化   実施    

炊飯委託費の見直し  検討 実施    

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

助成内容について検討し,笠間学校給食センターの改築

に合わせて見直すこととした。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

笠間学校給食センター改築事業による市内小中学校一

括炊飯により給食助成事業（炊飯委託費）を H25 年度か

ら削減することとした。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 
市内小中学校一括炊飯を実施。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

効果額 
（実績）（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― ― ― 13,335    13,335 

収入増 ― ― ― 0    0 

支出減 ― ― ― ▲22,462    ▲22,462 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ― ― ▲9,127    ▲9,127 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ② 企業会計・特別会計の収支改善 

実施項目 1 

実施項目 一般会計から特別会計等への適正な繰出金の支出 所管課 
総務部 

財政課 

取組内容 
企業会計・特別会計の経営基盤の確立に寄与し,健全化を促進するため,一般会計からの繰

出の適正化を図ります。特に,赤字補てん的な繰出金を縮減して行きます。 

目 標 赤字補てん的な繰出金の縮減 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
縮減 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

基準の明確化と予算への反映  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

       

       

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

予算編成において，地方財政計画に位置付ける地方公営

企業への繰出基準項目など，繰出金（補助金）の目的を

細分化し，一般会計からの繰出根拠の明確化を図った。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

予算編成において，繰出基準等により一般会計からの繰

出根拠の明確化を図り，予算に反映した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ② 企業会計・特別会計の収支改善 

実施項目 2 

実施項目 介護保険特別会計の経営健全化 所管課 
福祉部 

高齢福祉課 

取組内容 
介護保険制度をより効率的・効果的に運営するため,介護保険特別会計の経営健全化に取

り組みます。 

目 標 法に基づく一般会計からの繰入率の維持 
現状

(H22) 
12.5％ 

目標

(H28) 
経営健全化 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

介護給付費適正化推進事業 6 種類 7 種類 7 種類 8 種類 8 種類 8 種類 

収納率の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（繰入率） 12.5 12.5 12.5    

一般会計繰入金（百万円） 
（介護給付費分） 

547 578 618    

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

介護給付適正化推進事業（6 種類実施：要介護認定の適正化,ケ

アプランの点検,住宅改修の点検,医療情報との突合,縦覧点検,

介護給付費通知）,収納率の向上 95.6％。 

今後は未実施の適正化推進事業を段階的に実施していく。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

介護給付適正化推進事業（6 種類実施：要介護認定の適正化,ケ

アプランの点検,住宅改修の点検,医療情報との突合,縦覧点検,

介護給付費通知）。7種類目の「福祉用具の点検」について，福

祉用具の貸与分の点検を実施した。購入分については点検まで至

らなかったため，6種類の実施とした。今後，購入分の点検につ

いても実施に向けた検討を進める。収納率の向上 96.3％ 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

介護給付適正化推進事業中，7種類目の「福祉用具の点検」につ

いて，福祉用具の貸与分の点検を実施した。購入分については点

検まで至らなかったため，6種類の実施とした。２５年度に実施

方法を検討した結果により，２６年度から実施する。収納率の向

上 95.9％ 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

 

効果額 
（実績）（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 2,726 2,116 2,116    6,958 

収入増 ― 10,346 9,604 421    20,371 

支出減 ― 0 0 0    0 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲7,620 ▲7,488 1,695    ▲13,413 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ② 企業会計・特別会計の収支改善 

実施項目 3 

実施項目 国民健康保険事業の経営健全化 所管課 
保健衛生部 

保険年金課 

取組内容 安定した医療費給付を行なうため,国民健康保険事業の経営健全化に取り組みます。 

目 標 一般会計からの基準内繰入の維持 
現状

(H22) 
6.5％ 

目標

(H28) 
経営健全化 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

国民健康保険税の税率改正  実施   実施  

収納率の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

特定健康診査受診率の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

特定保健指導実施率の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

ジェネリック医薬品の普及促進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（繰入率） 6.3 7.1 7.0    

一般会計繰入金（百万円） 527 630 629    

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

収納率向上による財源確保, 特定健康診査受診率(35.35％),特

定保健指導実施率（224 名）,ジェネリック医薬品（354 件）。医

療品の普及促進など医療費抑制に向けて対応し,一般会計からの

基準内繰入率を維持した。今後も基準内繰入を維持する。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

収納率向上による財源確保, 特定健康診査受診率(36.72％),特

定保健指導実施率（176 名）,ジェネリック医薬品（327 件）の普

及促進など医療費抑制に向けて対応した。医療費が毎年増加して

いることから，国保税の税率改正を行ったが，被保険者の税負担

の緩和のため，一般会計から 8,000 万円の法定外繰入れを実施し

た。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

収納率向上による財源確保, 特定健康診査受診率

(38.27％),特定保健指導実施率（193 名）,ジェネリック医

薬品差額通知（624 件）の普及促進など医療費抑制に向け

て対応した。医療費が増加傾向にあることから，被保険者

の税負担の緩和のため，一般会計から 8,000 万円の法定外

繰入れを実施した。 

数値目標 

進捗状況 
計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ② 企業会計・特別会計の収支改善 

実施項目 4 

実施項目 市立病院の経営健全化 所管課 
保健衛生部 

健康増進課・市立病院 

取組内容 
市民へ安全・安心な医療サービスを継続的・安定的に提供するため,市立病院の経営健全

化に取り組みます。 

目 標 一般会計からの繰入率の削減 
現状

(H22) 
28.8％ 

目標 

(H28) 
22.4％ 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

笠間市立病院改革プラン 策定   策定   

医業収益の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

診療体制の充実 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

医療機能の充実 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

職員の意識改革 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（繰入率） 27.6 29.3 24.4    

一般会計繰入金（百万円） 51 59 50    

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

医業収益向上（料金収入：22,731 千円増）,診療体制充実（指導医によ

るストレス外来開始）,医療機能充実（看護助手,訪問診療運転手雇用に

よる病棟看護体制と在宅訪問診療充実）,職員意識改革（院内管理会議

や勉強会開催）。今後は,第 2 次病院改革プラン(H24～H26)に基づき，

更なる経営の健全化を図る。（H24 年度から常勤医師が 3 名になること

から，診療体制の充実,医業収益の増加が図れる。） 

数値目標 

進捗状況 

29.5％ 

進んでいる 

H24 

年度 

医業収益向上（料金収入：9,350 千円増），診療体制充実（常勤医師の

招聘），経営管理体制強化（事務局長の招聘）地域連携体制強化（医療

相談員の採用や医療機器（MRI）の共同利用），レスパイト入院の推進，

医薬品購入費の削減（総合的な物品管理 SPD システムの導入），新たな

施設基準の取得，「さいけつ検診」と市職員健診の実施，職員意識改革

（院内委員会の設置:12 委員会） 

数値目標 

進捗状況 

29.7％ 

進んでいる 

H25 

年度 

医業収益向上（料金収入：40,719 千円増），診療体制充実（物忘れ外来

開始），地域連携体制強化（県中相談室との医療カンファレンスの開催：

毎週火曜日），医療機能充実（医療機器更新），市職員健診の拡充と特

定保健指導の実施，入院患者の利便性と感染対策向上のための入院セッ

トの導入 

数値目標 

進捗状況 

27.1％ 

進んでいる 

 

効果額 
（実績）（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0    0 

収入増 ― 22,731 9,350 40,719    72,800 

支出減 ― 0 0 0    0 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲22,731 ▲9,350 ▲40,719    ▲72,800 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ② 企業会計・特別会計の収支改善 

実施項目 5 

実施項目 水道事業会計の経営健全化 所管課 
上下水道部 

水道課 

取組内容 水道水を安全に安定して供給するため,水道事業会計の経営健全化に取り組みます。 

目 標 一般会計からの基準内繰入の維持 
現状

(H22) 
9.9％ 

目標 

(H28) 
経営健全化 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

水道料金の統一（段階実施）   実施    

収納率の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

計画的な給配水施設の修繕・更新 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（繰入率） 6.6 8.4 3.9    

一般会計繰入金（百万円） 153 187 85    

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

水道運営審議会より H25 から岩間地区料金体系を友部地区料金

体系へ変更する料金改正の答申。収納率の向上（現 97.0％,滞

28.5％）。簡易施設機能診断実施。震災関連復旧工事。今後も

収納率の向上・経費の削減を図り基準内繰入を維持しいく。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

岩間地区料金体系を友部地区料金体系へ変更する条例

を，9 月議会で改正。高料金対策補助金の増（震災の

影響）により繰入率が増となった。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

平成 25 年 4 月より料金改定（岩間地区）を実施した。

高料金対策補助金の減（震災の影響）により繰入率が

減少した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ② 企業会計・特別会計の収支改善 

実施項目 6 

実施項目 公共下水道事業特別会計の経営健全化 所管課 
上下水道部 

下水道課 

取組内容 一般会計の負担を軽減するため,公共下水道事業特別会計の経営健全化に取り組みます。 

目 標 一般会計からの繰入率の削減 
現状

(H22) 
37.1％ 

目標

(H28) 
経営健全化 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

接続率の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（接続率） 74.6 77.9 76.9    

施設の長寿命化 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

収納率の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（繰入率） 42.8 34.4 29.9    

一般会計繰入金（百万円） 1,168 1,012 868    

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

接続率（H22 より 2.2%増）,未接続者宅の戸別訪問,施設

長寿命化調査の実施,滞納整理により使用料金,受益者

負担金の収納率向上に努めたが,震災関連復旧工事に費

用を要した。今後は更なる収益の増額及び補修費用等の

減額に取組み,経営健全化を進める。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H24 

年度 

接続率（H23 より 7.5%増）,未接続者宅の戸別訪問,施設

長寿命化調査の実施,滞納整理により使用料金,受益者

負担金の収納率向上，また，引き続き震災関連復旧工事

に費用を要したが，繰入率の削減に努めた。更なる収益

の増額及び補修費用等の減額に取組み,経営健全化を進

める。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

接続率（H24 より 1.0%減）供用開始区域が増えたため接

続率は下がったが,接続件数は増えている。未接続者宅

の戸別訪問,施設長寿命化調査の実施,滞納整理により

使用料金,受益者負担金の収納率向上，繰入率の削減に

努めた。更なる収益の増額及び補修費用等の減額に取組

み,経営健全化を進める。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ② 企業会計・特別会計の収支改善 

実施項目 7 

実施項目 農業集落排水事業特別会計の経営健全化 所管課 
上下水道部 

下水道課 

農集排推進室 

取組内容 
一般会計の負担を軽減するため,農業集落排水事業特別会計の経営健全化に取り組みま

す。 

目 標 一般会計からの繰入率の削減 
現状

(H22) 
40.3％ 

目標

(H28) 
経営健全化 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

接続率の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（接続率） 74.9 75.7 70.3    

施設の長寿命化 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

収納率の向上 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（繰入率） 37.0 34.4 51.4    

一般会計繰入金（百万円） 352 286 293    

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

接続率（H22 より 1.1%増）,未接続者宅の戸別訪問,施設

長寿命化調査の検討,滞納整理による使用料金収納率の

向上に努めたが,震災関連復旧工事に費用を要した。今

後は更なる収益の増額及び補修費用の減額に取組み,経

営健全化を進める。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

接続率（H23 より 0.8%増）,未接続者宅の戸別訪問,施設

長寿命化調査の検討,滞納整理による使用料金収納率の

向上，また,引き続き震災関連復旧工事に費用を要した

が，繰入率の削減に努めた。更なる収益の増額及び補修

費用の減額に取組み,経営健全化を進める。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

友部北部地区が昨年度から一部供用開始され，同時に今

年度よりⅡ期地区の管路整備工事を５箇年で予定して

いるためこの間の繰入率は一時的に今までの推移が維

持されにくい状況とはなるものの，経営健全化への取組

みは，引続きに進めていく。なお，接続率が H24 より

5.4%下がったことは，この一部地区の供用によるもので

あり，これを除いた通常比較においては 1.5%の増と順

調に推移しているものである。 

具体的な取り組みは，未接続者宅の戸別訪問,施設長寿

命化調査の検討,滞納整理による使用料金収納率の向上

に努めた。尚，更なる経営健全化を進めるため民間委託

による使用料徴収について協議を進めた。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ③ 補助金・負担金等の適正な交付 

実施項目 1 

実施項目 補助金の見直し 所管課 
総務部 

財政課 

取組内容 適正な補助金の交付を行うため,補助金の定期的な見直しを行います。 

目 標 適正な補助金の交付 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
適正な交付 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

補助金等検討委員会    実施   

補助金等審査会 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

答申に基づく各課見直し 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（見直し件数） 29 16 50    

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

H22 検討委員会答申を基に見直しを実施し,H24 予算に

反映。廃止：12件 減額：14件 増額：1件 統合：2

件（効果額▲9,297 千円） 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

H22 検討委員会答申に基づく見直しを継続した。＜減額

7件＞ また，検討委員会答申以外の補助金についても

見直しを行いH25当初予算に反映させた。＜廃止6件 減

額 2件 統合 1件＞（効果額▲18,584 千円） 

H25 に予定していた補助金等検討委員会の開催は，H22

答申の主な反映が H24 であることから，H26 に実施する

こととする。このため，行程表を変更する。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

補助金等審査会において，予算要求のあったすべての補

助金の審査をし，予算に反映した。 

H26 当初予算 廃止：17件，減額 33 件 

補助金の見直しについては，当分の間補助金等審査会で

行うものとし，補助金等検討委員会の開催は見送る。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

 

効果額 
（実績）（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0    0 

収入増 ― 0 0 0    0 

支出減 ― ▲9,297 ▲18,584 ▲14,768    ▲42,649 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲9,297 ▲18,584 ▲14,768    ▲42,649 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （２）歳出の適正化 

小項目 ③ 補助金・負担金等の適正な交付 

実施項目 2 

実施項目 負担金の見直し 所管課 
市長公室 

行政経営課 

取組内容 適正な負担金の支出を行うため,負担金の定期的な見直しを行います。 

目 標 適正な負担金の支出 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
適正な支出 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

負担金の見直し 実施   実施   

各課見直し  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（見直し件数） 17 5 8    

       

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

平成 23 年度に予算化されている全負担金等の見直しを

実施。うち任意の組織に対する負担金等について 13 件

が平成 23年度末で廃止。（効果額▲767 千円） 

Ｈ24 年度予算減額 54 件（▲1,539 千円） 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

平成 23 年度に定めた「負担金等の見直し方針」に基づ

き，各課で見直しを実施。任意の組織に対する負担金等

について 11 件がＨ24 年度末で廃止。（効果額▲842 千

円）Ｈ25年度予算減額 36 件（▲668 千円） 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

平成 23 年度に定めた「負担金等の見直し方針」に基づ

き，各課で見直しを実施。任意の組織に対する負担金等

について 9件がＨ25 年度末で廃止。（効果額▲280 千円） 

参考：Ｈ26 年度予算減額 20 件（▲850 千円） 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

効果額 
（実績）（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― 0 0 0    0 

収入増 ― 0 0 0    0 

支出減 ― ▲2,306 ▲1,510 ▲1,130    ▲4,946 

人件費換算 ― ― ― ―    ― 

トータル 

コスト 
― ▲2,306 ▲1,510 ▲1,130    ▲4,946 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （３）保有資産の有効活用 

小項目 ① 施設の有効活用 

実施項目 1 

実施項目 市有施設の有効活用 所管課 
総務部 

資産経営課 

取組内容 
施設の運営費用の外,維持管理費の削減,修繕建替による財政負担の軽減等を図るため,公

有財産の有効活用を図ります。 

目 標 公有財産の有効活用 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
有効活用 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

公共施設台帳の整備  実施     

使用状況の実態調査  実施     

各施設の機能サービスの点検  実施     

施設の処分  実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

（処分数）  2 2    

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

公有財産管理台帳システムを導入した。使用状況実態調査，機能

サービス点検は，管理台帳システムを活用して進めることから作

業が遅れている。震災や老朽化で使用不能の建物 2棟（社協笠間

支所・虹の家倉庫）を解体。社協笠間支所跡地を貸主に返還した。 

解体費用：26,848 千円 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

H25 

年度 

未利用施設の解体 １件 

未利用施設の貸付 １件 

市所有施設のうち，未利用施設の解体実施及び，貸付を行った。 

解体費用：18,554 千円 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

 

 

効果額 
（実績）（千円） 

H22 

取組前 
H23 H24 H25 H26 H27 H28 

最終削減 

等効果額 

投入コスト 
（改革コスト） 

― ― 0 0    0 

収入増 ― ― 0 814    814 

支出減 ― ― ▲834 0    ▲834 

人件費換算 ― ― 0 0    0 

トータル 

コスト 
― ― ▲834 ▲814    ▲1,648 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （３）保有資産の有効活用 

小項目 ② アセットマネジメント（公共施設の維持管理） 

実施項目 1 

実施項目 アセットマネジメント基本計画の策定及び実施 所管課 
総務部 

資産経営課 

取組内容 
施設の有効活用による費用を縮減するため,アセットマネジメント基本計画を策定しま

す。 

目 標 費用の縮減 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

所有資産の把握 実施 ⇒ ⇒ ⇒   

評価分析(将来見通し検討)   実施 実施   

アセットマネジメント基本方針     策定  

基本計画の策定 

(公共施設等総合管理計画) 
     策定 

（資産把握施設数） 93 330 282    

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 

学校施設,教育施設,その他施設毎に建物の属性を把握

し,公有財産台帳整備に関する予算措置。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24 

年度 

公有財産管理台帳システムを導入し，資産の把握を行っ

た。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

公有財産の把握を行うため，平成 24 年度に公有財産管理

台帳システムを整備したが，登記情報とこれまで市が所有

していた台帳に整合が取れていない項目があったため、公

共施設のデータ，内容の修正作業を進めるまでに留まって

しまった。 

また，総務省の指針に基づき行程表を変更した。 

今後は，遅れている公共施設の現況整理と将来見通しの検

討を進めていく。 

数値目標 

進捗状況 
遅れている 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （３）保有資産の有効活用 

小項目 ② アセットマネジメント（公共施設の維持管理） 

実施項目 2 

実施項目 橋梁長寿命化修繕計画の策定及び実施 所管課 
都市建設部 

管理課 

取組内容 
橋梁の寿命を延ばし,橋梁の修繕及び架替費用を縮減するため,橋梁長寿命化修繕計画を

策定します。 

目 標 橋梁の修繕及び架替費用の縮減 
現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

橋梁 70 橋の定期点検 実施 ⇒     

修繕計画を策定   策定    

橋梁修繕     実施 ⇒ 

通常（簡易）点検 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

定期点検（概ね 5年毎）      実施 

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23  

年度 
橋梁 40 橋の修繕計画策定のための定期点検実施。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H24  

年度 

新たに橋梁 2橋を加え 32橋の修繕計画策定のための定

期点検実施。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

平成 23,24 年度に定期点検を実施した 72橋について，

橋梁長寿命化修繕計画を策定した。 

修繕計画の策定により橋梁修繕を順次行うこととなる

ため，行程表に項目を追加した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （３）保有資産の有効活用 

小項目 ② アセットマネジメント（公共施設の維持管理） 

実施項目 3 

実施項目 都市公園施設長寿命化計画の策定及び実施 所管課 
都市建設部 

都市計画課 

取組内容 
都市公園施設の寿命を延ばし，修繕及び維持管理費用を縮減するため，都市公園施設長寿

命化計画を策定します。 

目 標 
施設の安全性の確保  

維持管理費の削減 

現状

(H22) 
－ 

目標

(H27) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

実態調査   実施    

長寿命化計画の策定   策定    

計画に基づく施設の維持管理    準備 実施 ⇒ 

維持管理予算の平準化     実施 ⇒ 

（削減額）       

       

        

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
－ 

数値目標 

進捗状況 
－ 

H24 

年度 
－ 

数値目標 

進捗状況 
－ 

H25 

年度 

都市公園 23 施設の計画的な維持管理の方針を定め，安

全確保と機能保全を図り，維持管理費の平準化を図るた

めの計画を策定した。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 
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第二次笠間市行財政改革大綱実施計画 進行管理台帳 
 

大項目 ３ 財政基盤の確立 

中項目 （３）保有資産の有効活用 

小項目 ③ ライフサイクルコスト（施設のあり方,整備手法） 

実施項目 1 

実施項目 施設改修計画の策定及び実施 所管課 
総務部 

資産経営課 

取組内容 
市所有の建物について計画的な維持保全及び改修改築を行うための施設改修計画を策定

します。 

目 標 
予算の均衡化 

建物の長寿命化 

現状

(H22) 
－ 

目標

(H28) 
実施 

行程表 

項 目 23 24 25 26 27 28 

所有資産の把握  実施 ⇒ ⇒   

評価分析(将来見通し検討)   実施 実施   

ライフサイクルコスト基本方針    策定 策定  

施設改修計画 

(公共施設等総合管理計画) 
    策定 策定 

修繕及び維持管理費用のシミュレーション 

公共施設等総合管理計画に基づく行動計画 
    作成 実施 

       

       

       

具
体
的
な
取
組
の
結
果 

H23 

年度 
H24 年度より実施 

数値目標 

進捗状況 

－ 

－ 

H24 

年度 

公有財産管理台帳システムを導入し，資産の把握を行っ

た。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

計画どおり 

H25 

年度 

公有財産の把握を行うため，平成 24 年度に公有財産管理

台帳システムを整備したが，登記情報とこれまで市が所有

していた台帳に整合が取れていない項目があったため、公

共施設のデータ，内容の修正作業を進めるまでに留まって

しまった。 

また，総務省の指針に基づき行程表を変更した。 

今後は，遅れている公共施設の現況整理と将来見通しの検

討を進めていく。 

数値目標 

進捗状況 

－ 

遅れている 

 


